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平成7年度博物館実習総括 ’
平成7年度（1995）の博物館実習は従来の3コース（歴史・美術・文書）に加え、第2部（夜
間部）が千里山学舎に移り、第2部にも「博物館実習」が開講されて2年目である。講義は第1
部の実習と同様のカリキュラムで、実習日は土曜日特別時限の午後2時40分より5時50分までの
3時間である。
受講生は1部60名、2部28名と決定した。1部においては従来通り3コースに分け実習を行な
い、歴史コースは考古歴史、民俗学等に興味や関心のある学生で将来博物館、史料館、民俗学
資料館等への勤務を希望する学生、美術コースは美学、美術史等に興味があり美術館方面へ就職
を希望する学生、文書コースは文書、公文書に興味があり、将来、文書関係及び文書館等での業
務を希望する者ということで、学生の希望を尊重しコース編成を行なった。結果は歴史コース32
名、美術コース18名、文書コース10名の60名編成となった。男子24名、女子36名で、女子の受講
生が近年増加の傾向にあり、今年度も女子学生の受講が多かった。文学部生以外に法学部、商学
部、経済学部、社会学部、及び大学院生も受講した。
第2部においては、第1部との合同実習も実施した。特に開講2年目であり、各担当者も自己
の経験を生かしての熱心な実習で、それが学生へも伝わり、 しばしば実習時間が超過することさ
えあった。
コース別の実習は行なわず、学芸員業務の全体について実習、講義を行なうとともに見学実習
は第1部と同時の見学のほか、 また2部独自の見学も実施した。
第1部の「歴史コース」の実習については昭和36年開講以来30数年の歴史と伝統があり、教育
効果も充実したものとなっている。主に史学・地理学科の学生が多数受講しており、取扱う資料
も歴史、考古、民俗資料等を中心に文書資料も加わる。実習については本学博物館の実習室、展
示室において全て実施しているが、実務実習として池田市立歴史民俗資料館へ2日間依頼した。
見学実習としては近郊の日帰見学、京阪神地方の1泊2日の実習、東京方面の2泊3日の実習を
行ない主に歴史博物館施設を見学した。
「美術コース」は開講以来16年となりその実績と伝統において美術館、博物館へ勤務している
卒業生も多数おり、この人々の協力を得て、本学では実習不可能な諸々の実習もさせていただい
た。館務実習として奈良県立美術館で2日間依頼し、美術資料に関する取扱などを実習させてい
ただいた。 1泊2日の見学実習は倉敷、岡山方面の施設（倉敷考古館、大原美術館、岡山市立オ
リエント美術館、岡山県立博物館、夢二郷土美術館、岡山県立美術館）を見学させていただき、
学芸員のご説明と館内案内を受けた。また東京方面における2泊3日の見学実習も東京国立博物
館をはじめ美術館を中心に多数を見学した。
「文書コース」は文書・公文書コースであり、開講12年となり、暗中模索の域を脱し着実に充
実した実習として学生の人気がある。少人数で出席率もよく、レポートにも優秀なものが多く見
られる。夏期休暇中の1泊2日の見学実習は毎年広島方面へ旅行し、広島市立文書館、広島県文
書館、広島県立歴史博物館、福山市鞆の浦歴史民俗資料館等を見学きせていただいた。館務実習
として大阪市史編墓所、箕面市郷土資料館等へ依頼しお世話になった。
｜
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「第2部コース」は開講2年目であり、昨年度の実習を踏襲し、各担当者のそれぞれの専門を
生かしての講義実習であり、別掲の時間割通り第1部の実習を踏襲したもので、見学実習も、特
に支障はなかった。だた第2部受講生は1泊2日の近郊の見学実習のかわりに洋上実習に参加さ
せた。また1部に在籍している学生も第2部での受講を許可し人数の調整が行なわれた。提出レ
ポートにもユニークなものが多数あった。
本課程における大きな特徴として毎年ll月下旬「学内実習展」を行ない実習成果を発表してお
り、ユニークである。博物館展示室の一部分約16台の展示ケースを使用し、各コース独自のテー
マを設定し、実習担当者の指導助言のもとで、全て学生自身で自主的に運営実施した。各コース
のテーマは別掲のアンケートのとおりであり、資料借用、展示､返還等を学生の手で実施し、 『展
示目録』 （カタログ） も製作した。 「実習展アンケート」を毎年実施しており、集計と分析を行な
い実習展の講評としている。最終展示日には担当者全員が展示を見て廻り、学生の学芸員心得の
説明を受け指導アドバイスを行なった。
特筆すべきことは2回目の試みとして、全国大学博物館学講座協議会(106大学加盟）西日本
部会主催による「洋上実習」が開催され、本学も第2部の受講生を中心に38名が参加した。2泊
3日の日程で大阪港を出港の後、船内において3講師による講義が行なわれた。講演内容は「学
芸員の現状と将来展望」「文化財保存科学論」「企業博物館について」であった。翌朝大分県別府
市へ着き県内の施設、二階堂美術館、湯布院民芸村、別府大学附属博物館、大分県立宇佐風土記
の丘歴史民俗資料館等を見学し、博物館施設についての見聞を広めた。この実習は京阪神方面の
15大学約400余名の受講生が参加して行なわれたもので、運営上は多少改善すべき点はあるが、
おおむね好評で成功したと思う。第3回目も実施計画がありこれに参加し、充実した実習になる
よう努力したい。学年末には「レポート」 （1年間の実習総括)、「実習簿」を提出させ、平素の
出席点を加味し、総合点により資格取得者を判定し決定している。
最後に従業日程、学生のレポート、実習展アンケート調査報告を収録し1年間の実習総括とす
る。 [Y･K]
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関西大学博物館実習展示会
一受講生による企画・展示実習発表会一
時 平成7年ll月22日(水)～25日出[23日附は休館〕
所 関西大学博物館第2展示室（簡文館内）
??
第1部受講生
第2部受講生
ウベ不トー〆″ノムム｣吉を､二'f子し~で~すカヱ了10ヰニ目U力、bヅベ
辻（イタリア）の社長ルチアーノ・ベネトン氏と写
､スカーニによって、ベネトン社の商品とは全く函偶
,､広告力奮既に50枚もつくられてきました。雑誌の
冠力画けられた人もおられる力茜と思し､ます力含、中にli
bセンセーショナノレで東リ激的なものもあり、世界厳
〈の話題をよんでし､ます。トスカーニは写真の中で
生おこってし､る人権間長逼や、エイズ間攝逼、環境f
助物f呆謹など色々な問慰ﾖを取扱し、、王見代を鮮明
＝だしてじ､ます。そして、秘達に疑問を才斐レデカ､レラ
です。ま-ず、この写真展を見て下きじ,。今、私
主きてし､る時代を、世界を感じて下ざし､。トスカー
ペネトン＆､右､か妾マワフ,I､､&ご瘡.ろ鐸見目し、釣､&十‐でし、Z,"〕‐て二一。
???》
実習展示発表会のチラシ
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歴史コースB班 『教科書の挿絵にみる風俗』
私達は、 『教科書の挿絵にみる風俗』というテ
ーマで展示します。しかし、教科書といっても
様々なものがあるため、近代から現代に至るま
での小学校の教科書に限定し、その挿絵から当
時の人々の生活や風俗を垣間見てみたいと思い
ます ◎
教科書の挿絵の中の生活用品も一緒の展示を
することによって、 より理解しやすくなるよう
工夫しました。
歴史コースA班 『アジアの茶文化』
茶とは私達の生活に最も深く浸透している異
国文化の1つである。今回主にアジアで飲まれ
ている茶を集めてみた。実際に皆さんに茶に触
れて頂き、肌で違いを感じてもらうのが我々の
目標である。あわせて、茶の様々な飲みかたや
効用についても調べてみた。あなたは何種類飲
んだことがありますか？
歴史コース C班 『京菓子』
私達は、和菓子の中でも極めて伝統文化的価
値の高い「京菓子」にスポットをあてたい。唐
菓子が日本に伝来して以来、供物などとして菓
子は日本人の生活に取り込まれてきた。京都で
は職人達が宮中や貴族達とのかかわりの合いの
中で優れた技を競い合い、その結果「美」とし
ての「京菓子」が成立していった。展示では歴
史的視点から「京菓子
、
つ 。
」 の文化を紹介したいと
美術コースA班
『紙の上のビジュア〕し・コミュニケーション／
今・昔一江戸錦絵と現代カラー印刷一』
江戸時代に隆盛を極めた多色刷版画、錦絵 。 現
在では芸術として扱われるそれらも、当時は人々の関
心の対象を絵で伝える一種の情報媒体の役目を果た
していたといわれる。展示ではそれらをポスター・カレ
ンダー等といった種類別にわけ、そして同じテーマを
持つ現代のカラー印刷物と並べることで、江戸の
人々が錦絵をどう見ていたかを身近に感じてもらえるよ
うにしたいと思う。また同時に、印刷物の手法の違い
による表現の違いも紹介してみたい。
美術コースB班 『髪結い』
私達は、髪の装飾について歴史的な移り変わ
りを概観し、 日本の美意識を理解するとともに、
華やかであり、なおかつ上下関係のはっきりし
ていた江戸時代の遊女の世界における髪の装飾
の違いについて比較検討したいと思う。
蔓蕊璽蕊璽蕊
文書コース 『近世・近現代の広告とボスター』
現在私達がテレビ・新聞・雑誌等をはじめとする
巨大な広告宣伝の氾濫する社会の中で生活を送って
いることは周知の事実であると思う。そのはじまりを考
えてみると、それは商業活動が急激に発達していっ
た江戸時代中期頃からではなかっただろうか。広告
には商品を売ろうとする側の狙いや広告を見る側＝消
費者力ざ求めるものが描かれている。そういった広告を
時代々々に並べて見ていった時、その中身や様式
の変化からその当時の社会背景も読み取れていける
のではないだろうか。私達はそれに挑戦していきたい。
歴史班『多田鉱山の歴史
－地底の千年を今貴方の目で－』
多田鉱山は奈良時代に大仏へ献銅したという華々
しいデビューから約1200年間、昭和48年に閉山される
まで生き続けていた鉱山である。その問、鉱山の隆
盛を伝える「太閤間歩」「台所間歩」などの地名力寄
今に残る。豊臣時代には埋蔵金伝承が生まれロマン
を提供してくれている。古代から現代まで、それぞれ
の時代の歴史力寄重層する広域の鉱山遺跡であり、わ
が国の金属文化を知る上で極めて重要な産業遺跡と
いえよう。身近にこんな鉱山カミあるということを知っても
らう為に企画した。
ノI
’
平成7年度関西大学博物館実習
観覧者アンケート調査報告
’
1
l995鞭関献輔鰄瀦鵬者ｱﾝｹｰﾄ ’
この度、私たち関西大学博物館実習生は、実習課程の一環として、実習展を催す運びと
なりました。今後の学習をより深めるため、アンケート調査を実施させていただいており
ます。何卒ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
（1）性別 1．男 2．女
（2）職業 1．本学生（
3．高校生
)学部 （
4．実習生
）年生 2．他大学生
5．その他（ ）
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 2．掲示板 3．授業の一環 4．その他（ ）
（4）実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。
｜
その他、お気づきの点がございましたら記入してください。
’
??
（5）実習展での個別の展示について
今回の実習展は8つのグループに分かれて行っています。各展示について右記の事
項にお答え下さい。表の中の3つの選択肢のいずれかに○印をおつけ下さい。
（実習生は自分のグループにも○印をつけること）
ご協力ありがとうございました。
<はじめに〉
私たち、関西大学博物館実習生は、実習授業の一環として、博物館の観覧者を対象としてアン
ケート調査を行った． これは、結果の集計報告である。
この調査の目的は、観覧者の博物館実習展およびその展示に対する意識を調査するところであ
る。今回は、観覧者の意見を実際に直接知ることのできる初の機会であり、貴重な意見により、
得るところは大変多かったといえる。
以下、調査の結果・方法、集計結果などについて報告する。
<調査概要〉
実施期間一平成7年ll月22日～25日
実施場所一関西大学博物館第2展示室
実施者一博物館実習受講生全員
実施対象一入館者全員を対象に行う
’
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第 1 餌受簿生 第2部受議生
．．‐ス・班 歴史・A 歴史・B 歴史・C 美術・A 美術・B 文寄 歴 史 美 術
園 示 名 アジアの
茶文化
…別一命
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<調査方法〉
調査方法は、実習生が展示室入り口でアンケート用紙を配布し、
てもらった後、回収箱に入れてもらう形式で行った。
観覧後に観覧者自身に記入し
<集計結果〉
(1)性別 1．男49名 2．女66名
(2)職業 1．本学生98名
内訳文学部1年生 3名 文学部2年生 35名
文学部3年生 31名 文学部4年生 14名
社会学部3年生 1名 社会学部4年生 2名
工学部1年生 1名 法学部3年生 1名
経済学部4年生 1名 大学院生 6名
第2部学生 1名 無回答 2名
2．他大学生 2名
3．高校生 0名
4．実習生 7名
5．その他 6名
内訳聴講生 1名 会社員 1名
(3)今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 49名 2．掲示板 4名
3．授業の一環61名 4.その他 3名
（食堂にあったチラシ 1名）
(4)実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下きい。
〔回答〕
・テーマがはっきりしていて良かった。
・身近なテーマが多く親しみやすかった。
・出品物に目を引くものはなかったが、テーマが興味深かった。
。興味深いテーマが選ばれていた。 2名
・テーマに沿った資料の借用と配置に感心した。
。様々な機関から展示品を借用しており、工夫力があると思った。
・当時使われていたものがあったので、昔の様子が伝わってくるようだった。
・普段見られないものが展示されていた。
・展示品が豊富で楽しかった。
・内容が充実していた。
・展示の配列が変化の様子を分かりやすいようにしてあり、気配りが感じられた。
・展示の仕方も上手だと思う。
。全部良かった。 3名
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･全体的にまとまっていて面白かった。 3名
・レベルが高かったと思う。
･説明書きの字が読みやすかった。
･全体的に説明が分かりやすく良いと思った。 2名
･解説員に解説してもらってよくわかった。 5名
。よく調べてあるなと感じた。 3名
・レジュメもそれぞれきちんとしあがっていると思う。
.実際に触れる展示もあり、実際の博物館の試みを生かしていると思う。
・グループに分けられていて、 とても見やすかった。
・どの展示からでも見れるというところは良かったと思う。
｡みんな一生懸命だったところ。
｡全ての班が展示にこぎつけることができた。 2名
’
I
歴史A 「アジアの茶文化」 6名
・お茶を直接触れるところが良かった。 9名
・お茶のにおいを体験させてくれたのが良かった。 3名
・試飲もさせてほしかった。
・展示品が多く良かった。
・実物がたくさんおいてあるのがよかった。
・朝鮮、ベトナム、モンゴルなど他の地域のものも見たくなります。
歴史B 「教科書の挿絵に見る風俗」 4名
・明治からの教科書の変遷は大変勉強になりました。o 科書の変遷は大変勉強になりました。時代によって教科書の中身も随分変わ
り、特に軍国主義体制下では、 日常生活の細部まで国家に統制されているところがでてい
て参考になりました。
･昔のおもちゃがかわいかった。
歴史C 「京菓子」 5名
・説明の手際のよい班は展示も引き立って見えてよかった。
・京菓子が実物でなく、その製造課程や型を展示した点が良かった。
・地域による違いは興味がそそられた。
。面白く元気な解説でわかりやすかった。 2名
美術A 「紙の上のビジュアル・コミュニケーション今・昔」
・対比が良かった。
・錦絵を身近に感じるようにという視点がよかった。
美術B 「髪結い」 6名
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｡髪の装飾品 3名
･コーナーごとに説明者がいるのは良かったと思う。
2名文書 「近世・近現代の広告とポスター」
・引札 4名
・照明の心配りがよかった。
2部歴史 「多田鉱山の歴史」 1名
2部美術 「UNITEDCOLORSOFBENETTONトスカーニ展」8名
・展示品が多く良かった。
・安藤忠雄がベネトンの建築をしているのでその点を説明して良かったと思う。
。一番気に入ったのはベネトンだ。自分の持っている服に、こんな多くのことがつめこまれ
ていたのか。
・ベネトンにひきつけられました。近代的で博物館らしくないところがいいです。博物館と
いうと古いものがあるだけでおもしろくないイメージがありますが、あのような展示があ
るとおもしろいと思います。
・ベネトンの広告に差別の問題や戦争に対する意識が込められていることがとてもよく分か
った。ショックを受けたものもあり、視覚への訴えは大切だと思った。
・主観のコネントを控えた展示から、個人の感性、社会的認識を高めてもらおうとする教育
的配盧の姿勢が窺われて良かった。 2名
･選んだテーマ、内容が見る者にとって分かりやすかった。
･写真の中に深い意味があることを掲示してくれてすごくよかった。 2名
･テーマを持っていて1つの美術として成り立っていた。おもしろい展示だ。
･押しピンで書かれたベネトンが良かった。
｡考えさせられた。
oテーマが現代にせまるものがあった。
･一言おもしろい。
その他、お気づきの点がございましたら記入してください。
〔回答〕
・展示も視覚だけではあきてしまう。五感に働きかけるようにしてほしい。
・京菓子を少しでも食べられたらよい。
・来年実習をとった場合の参考になった。 2名
。暗くて見えにくい。 3名
・予算が低い。
・教科書的、それが普通なんでしょうね。
・ケースのわりに作品数の少ない所があった。
・説明する時の態度が悪い。 3名
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1
（腕組、手をポケットにいれる。発表グループカ話していて聞きにくい｡）
･説明する時図録をひたすら読むのはどうかと思う。
･説明者の声が小さい、ハキハキしてない。 4名
･不十分な説明があった。
。もっと自信を持ってやって下さい。
･時間が少ない。 3名
･テーマの題材について疑問を掲げて調べ、 ？ではじまりQに至る展示をすると面白く、見
学者も親しみやすかったのでは。
･展示の題名が分かりにくい感じがした。
･作品をどこから借りてきたのかを明記してほしい。
･説明をもっとつけたらよい。 3名
･キヤプシヨンが読みにくいものが多かった。 2名
･かんざしなど、解説が「今」と「昔」だけでは分からない。
･ベネトンの全てのパネルの下にもっとコメントがあった方がよい。途中からベネトンと関
係のないパネルになるところに一工夫ほしかった。
･ベネトンの商品まで展示する必要はないのでは。パネルだけの展示の方が統一感があって
よい。
･説明が教科書的で良くない（素人には分かりにくい)。
･歴史系の展示では、モノを見せる以上にモノやテーマに関する解説を重視した方がよいの
では。
。もう少しスペースが広ければ、説明も詳しく書けたのではないか。
･展示のスペースにばらつきがある。ケースの種類による不利益もあるのではないか。
･テーマをもう少ししぼって3つぐらいに大別できたら、スペースも広く使えてよいのでは
ないかと思う。
。並べ放しが多い。
。もっと2部にもよい展示ポジションが欲しい。
･図録が少ない。
･ベネトンの図録がほしかった。
･髪結いの図録がほしかった。
･京菓子の図録に展示品の絵か写真をのせてほしかった。
o図録は後で全体が分かるよう、資料として役立つよう改善が必要では。
･展示と図録がセットで内容が理解できるようになっている。意識しているのなら最初から
言っておくべきだ。
o各グループの展示の順番が分かりにくい。 1つの展示のスペースの区切りが分からない。
･まじめに、見たので疲れました。
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(5)実習展での展示について
<最も印象に残った作品〉
●歴史A 「アジアの茶文化」
･実物のお茶 25名
・瑠璃茶碗・茶托 2名
・茶梅茶具 3名
・鉄観音茶 2名
・中国茶
･パキスタンの茶器 2名
・茶器 2名
･ラプサン・スーチヨン 2名
･インドの茶碗
･功夫茶具によるお茶の入れかた
･紫砂茶具 2名
･茶経 2名
･香港の茶器 2名
･蓋碗 2名
･蓋杯
･中国茶の分布パネル
4名
●歴史B 「教科書の挿絵に見る風俗」
・教育勅語 4名
・黒ぬりの教科書 11名
・昔の教科書
。『末松氏修身入門』 2名
。『新撰地理小志』 2名
。『まことさんはなこさん』 2名
｡『尋常小學修身書巻一』
o玩具 3名
･双六 4名
･木アレイ
･おはじき 2名
･貝
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適 当77
少ない3
多 い4
適 当72
少ない22
多 い5
適 当60
少ない17
多 い3
適 当65
少ない25
多 い16
適 当70
少ない12
多 い10
適 当59
少ない11
多 い31
適 当57
少ない4
出品物
よ い56
ふつう4O
よくない1
よ い46
ふつう44
よくない0
よ い53
ふつう4O
よくない2
よ い29
ふつう53
よくない1
よ い39
ふつう53
よくない2
よ い48
ふつう45
よくない2
よ い35
ふつう44
よくない1
よ い54
ふつう34
よくない2
全体に対
する印象
よ い63
ふつう33
よくない1
よ い45
ふつう43
よくない2
よ い50
ふつう41
よくない5
よ い31
ふつう47
よくない5
よ い40
ふつう45
よくない5
よ い49
ふつう4l
よくない4
よ い26
ふつう53
よくない2
よ い55
ふつう30
よくない3
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｡『赤い鳥』第三巻
。『ヨミカタ－』
。『ヨミカタ二』
o石板・石黒 3名
o色板ならべ 2名
・スポンジボール
●歴史C 「京菓子」
・諸国名物菓子集 19名
・糖芸菓子 8名
・禁裏御所注文箱 7名
・菓子木型 7名
。干し菓子の写真
・糖菓子八種 2名
･聖寿
・うずまき状のお菓子
･お菓子でつくった松
･砂糖でできた花
･唐菓子 2名
●美術A 「紙の上のビジュアル・コミュニケーション今／昔」
・略式版画 10名 ・ノエビアのポスター
・ヘップバーン 6名 ・昔の化粧品のポスター
・美人画 4名 ・浮世絵
。『夕立』鈴木春信 ・風景画
。『富獄三十六景武州玉川』 2名 ・絵暦
。『今風化粧鏡』 ・カレンダー
。『ISTANBURViewoftheSultanhmetmosuquebynight』
3名
’
I
●美術B 「髪結い」
・髪型についての資料
・花魁 5名
。『北国五色墨』 2名
・善 9名
・櫛 3名
・遊女 9名
･笄 3名
･くつ甲
･図録
･『廓中美人競』
。『絵本時世粧坤』
●文書「近世・近現代の広告とポスター」
・仁丹 10名 ・近世大阪の引札
・引札の原画 3名 ・オトギ双六 2名
・西谷駒吉商店の引札 ・酒屋の引札 3名
・尼崎博 ・池田の引札
・明治・大正の引札 ・当代有名人写真付暦
・呉服屋の引札 ・ハミガキの広告
・引札の見本 4名
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●2部歴史 「多田鉱山の歴史」
・由緒書
・和鏡
・銀山絵巻 2名
・鉱山での労働の絵
・吹屋精練法
・鉱石 9名
･工具
･諸国銀山定法之式
･横刀
･銅山絵図
･地図 2名
･鬼瓦
●2部美術 「UNITEDCOLORSOFBENETTONトスカーニ展」
・写真 17名 ・血液の写真
・黒人多数の中を行く白子の少女 ・人権問題を示す写真
・ボスニア戦争で戦死したある兵士の服 2名
・エイズ問題に関する写真
。生まれたばかりの赤ちゃんの写真 2名
。全部おもしろかった。
・石油をあびた烏 ・ベネトングッズ
4名
<博物館実習・展示展アンケート講評〉
歴史班 史・地93-21上田徳
1995年度の博物館実習展の観覧者アンケートを見て、いくつか気になったことがあったので述
べてみたい。
「良かった」と思う点の中で、一番多かった回答は、「解説員に解説してもらってよくわかった」
(5名）である。初めてのことだったので、不十分な点が多いのでは、と思っていたが、そうい
う回答をしていただいたことは幸いである。中には「すべての班が展示にこぎつけることができ
た」 （2名） という、超笑える回答もあったのが印象深い。もし間に合わなかったら大恥をさら
していたと思うので、展示に間に合って本当によかった。
次に個別（班）では、私は歴史B班だったので、B班への回答を見てみたい。4名様が回答さ
れていたが、 「昔のおもちゃがかわいかった」と、 「教科書の変遷は大変勉強になりました」とい
う回答が主であった。時代の流れに沿ってわかりやすく説明したつもりであったが、そのように
回答していただけるのは大変ありがたいと思う。
最後に、 「お気づきの点」いわゆる「良くなかった点」について。 「説明者の声が小さくて、ハ
キハキしていない」 （4名） という回答が一番多かった。私自身も説明にあたっていたのだが、
声が小さいのを指摘された。連日、寒い日が続いていたため、風邪をひいていたことから、声が
小さくなっていて、 しゃべりにくかったのだが、やはり、説明者にわかるような声でないといけ
ないと思う （逆に、声が大きすぎるのもよくないと思う)。体調管理も、学芸員にとっては必要
なのかもしれない。
私は今年でおそらく、学芸員資格を取得できているだろうと思うが、やはりまだまだ未熟であ
る。今度博物館実習を受講される方々は、私たちのこの経験を教訓にして、がんばってもらいた
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いと思う。
美術班 94M803引間俊彰
実習展全体で良かった点は、先生方の御意見やアンケートの回答があるので、改めて言うまで
もないと思いますが、全ての班が内容のある展示を行うことができたことは高く評価できると思
います。
全体で悪かった点についても同様ですが、特に気になったことを述べたいと思います。多くの
班に共通することで、観覧者からの指摘があるように、展示と図録がセットで内容が理解できる
ようになっていたことです。貴重な資料を展示している班でも、担当の人の説明がないと、観覧
者はその資料の価値を十分理解することができなかったと思います。 1年間多くの美術館や博物
館を見学しましたが、その際の問題意識の薄かった結果が実習展に悪い意味で反映してしまった
と思います。
もう一つ、実習展の開催中における当番の行儀が悪過ぎたと思います。展示空間が狭いから、
なおざら目立っていたと思います。折角内容のある展示をしても、周りがうるさかったら観覧者
は十分集中できなかったであろうし、悪い雰囲気のところを早く去ろうという心理も働いてしま
ったと思います。
次にアンケートの集計のことで気付いた点があるので述べたいと思います。観覧者の感想と個
別の展示についての評価を詳細に集計して頂いたことを感謝する次第でありますが、集計方法を
もう少し工夫すれば、 さらに学生に還元できたのではないかと思います。具体的には、観覧者の
個別の回答を羅列していますが、その際にも性別と職業を記入して頂いたら、 もっと展示の実態
がわかったと思います。また個別の展示についての評価について思うことでありますが、 3段階
で評価することで、どの班の展示が観覧者に深い印象を与えたかを、相対的には判断できると思
いますが、 5段階評価にしたり、性別や職業別といった具合にわけて集計して頂くと、どのよう
な展示内容がどのような人に興味を抱かせるのか詳細にわかったと思います。そしてそれらのデ
ーターの積み重ねが今後行う実習展の参考にもなるし、実際に学芸員として活躍する人にとって
も貴重な資料になると思います。
最後になりましたが、実習展をご覧になり、またアンケートに協力して頂いた方々、そして実
習展を催し、アンケートを集計して頂いた関西大学博物館当局に班を代表して厚く御礼申しあげ
ます。
文書班
’95年度博物館実習展の見学者アンケートを見ての第一印象はキヤプシヨンによる展示品の説
明が不充分であるという指摘が多かったことと図録の中身についての批評がほとんどなかったこ
とである。おそらく図録を開かずに見ていった為であろうと思うが、図録の解説を読みながら展
示品を見てもらうという意図は外れてしまった形となった。また展示自体も出展数が多いとかえ
って物の羅列にみえてしまい、逆に数が少ないながらも工夫で穴を埋めた方が面白いものになっ
たといえるのではないか。例えばアジアの茶文化の展示では実際に中国の各種茶葉を触れたり匂
いをかいだりできたりと最近の博物館・美術館に於いての試みを取り入れて実験的な展示であっ
たといえる。ただし、食のことについて取り上げた展示の場合、実際に飲食ができるという体験
コーナーを設けることによって更に親しみの持てるものになる可能性があるのではなかろうか。
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平成7年度博物館実習報告
一受講生のレポートから－
一年間の実習総括
侭更ﾖ~=X~D
国93-85永井靖
はじめに
学芸員というのは、普段博物館に行っても、私たち観覧者と直に接することはほとんどありま
せん。素晴らしい展示の陰に隠れた、いわば縁の下の力持ちといったところでありましょうか。
そしてまた、そういう日常目にすることのない仕事についての実学的なノウハウの知識をこの実
習で学ぶとあって、興味深い一方であまりにも知らないことが多く、 とりわけ国文学科の私にと
っては未知の分野に足を踏みいれるわけで、不安も大きかったように思い出きれます。
どうしてもその博物館という歴史を扱う性格から、受講者中に史学地理学科生が大半を占めて
しまうのが博物館実習の特徴です。最初の履修ガイダンスでは、この自分が「国文学科である」
という意識が常に私自身のまわりにまとわりつき、やる気で書いた受講申込書とは裏腹に、どう
しても消極的になってしまいがちでしたが、網干先生や勝部先生のお話しを伺っているうちに、
｢学科を気にすることは全く意味のないことだ」と気付きました。そしてなによりも、実際に私
と同じように史学地理学科生以外の方達とも、 1年間一緒にこの歴史コースで学びました。
とはいうものの、大学受験の「高校歴史」程度しか知らない私にとっては、はじめてのことが
多く、いろんな意味で大変ではありましたが、非常に有意義な1年であったと振り返ることがで
きます。
なぜこんなに有意義といえるのかなのかといえば、それは博物館実習が他の授業とまったく性
格を異にするからだと言うことができます。他の授業と博物館実習が違うのは、まさにそれが実
習であるということだと思います。だから、多くの希望者の中から選抜をして、何度も受講の意
志を確認し、やっと履修登録をすることができるのでしょう。それが非常に大きな意味をなすと
いうことが、 1年間終わった時に気付いたことです。
様々な作業について、例えば、梱包や清掃、物の取り扱い、見方、図録のレイアウトからポス
ター、などなどすべてのことにおいて、専門性を身に付けることが学芸員にとって必須であり、
いわば博物館においては、全知全能でなければならないのです。これは非常に重たい意味を持っ
ています。博物館学で学んだ基礎概論を、実物をつかって実践するこの博物館実習は、やはり根
本的に他の講義や演習とは違うのです。
このような実習を通して学んだこと、経験したこと、感じたことなどを含めて、 1年間の総括
を行ってみたいと思います。
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学内実習について
学内実習では、実際に作業を行いながら先生方に指導していただくという方法で、この1年間
で清掃、資料の取り扱いから梱包や補修の実際の手順を学びました。
特にこれらの実習では、資料を直接手で触れて作業を行うわけで、 「物の取り扱い」という、
一見すると一番簡単そうで、実は最も難しいこの作業は、何度やっても気を抜くことはできませ
ん。
そういう点では、この「物の取り扱い」というのが先生方の学内実習において意図されていた
最大の必修課題であったのではないのかなと今にしては思います。そしてその「物の取り扱い」
に関して、私の耳にいまでも残っているのが、展示室の清掃の時に田中晋作先生が何気なくおつ
しやった「体を張ってでも資料を守れ。 」という言葉です。資料を目の当たりにした状況におい
て、当たり前すぎるこの言葉がいまでも残っている理由は、それが学芸員として絶対に犯しては
ならない失敗であるからだと思います。もちろん、失敗の積み重ねが良い物・方法を生み出すこ
とはあります。そしてまた、この実習にも失敗を経験することによって、次には成功に転化して
学んでいくという側面もあると思います。しかし、故意的、意図的いずれにせよ資料をむやみに
傷つけることは許されません。大事な資料に「次」はないのですから。たとえそれが国宝のよう
な重要なものでなくてもです。とかく私たちのように高度経済成長の中で産まれた世代は、産ま
れた時からモノに恵まれ、欲しい物は何でも買い与えられ、手に入れたいものは金さえ払えば何
でも入るという、完壁にいわばマテリアリズム（物質主義）の環境で育ち、そして今も、そうい
った物質が氾濫飽和している環境での大量消費生活を送っています。そんな中での田中先生のそ
の言葉には、はっとさせられるものがありました。
資料の持ち方、紐の縛り方、運び方といった何気ない単純な作業を通じて学内実習では「もの
を大事にする」という、私たちの忘れかけていた、 しかし学芸員にとって最も大切な精神を深く
心に刻んだように思います。そしてまた、そういった心構えというのは、普段の生活の中でもき
っと生きてくるのではと思います。
学外実習について
博物館実習が他の授業と異なる点で、 もっとはっきりと示される特徴がこの（見学実習を含め
た）学外実習であると言えます。
はじめの頃は正直言って、 「なんで日曜日に授業が…･･･」と思っていました。多分、私だけで
はないはずです。このことについては、受講前から覚悟と承知はしていたものの、実際やはり朝
が苦手な私たち学生にとって、休日の、 しかも朝早くから出掛けることはなかなか大儀なもので
す。しかし、いつしかそんな考えは「学外実習が楽しみ」という意識に取って代ったということ
は言うまでもありません。というのは、実習という機会だからこそ体験できたことが非常に多か
ったからです。
学外実習では、近畿を中心にして、夏期休業時には東京都下まで赴き、数多くの博物館を見学
してまわりました。そこでは普段見られないような、文字通り 「博物館のウラ側」を見せていた
だいたり、学芸員の方による館の説明や、それぞれ抱える問題などについての大変貴重なお話し
を伺うことができました。これらの生きたお話しは、非常に参考になることばかりであったとい
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えます。
特に、東京実習ではこの機会に大変貴重な展示物、 とりわけ絵画を間近に見ることができたの
は本当に貴重な経験だったと思います。
「ものを見る目を養いなきい◎」というのが、実習の度に先生方がしばしばおっしゃっていた
言葉ですが、まさにこの心構えを実践する場がこれらの学外実習であったように思います。たと
えば、既存の博物館に対していくらか批判的な目を持って見ることで、その館における問題点を
浮き彫りにし、自分なりにどうすれば改善できるのかを考えたり、 また常にディスプレイ方法や
解説方法を「なんで」とか「どうして」という問題意識をもって観察することによって、展示す
る側の意図を見出すことができ、なるほどと思うのは、やはりこれもまた参考となります。
実際のところ、あれだけたくさんの、 しかも割と立派な館が多かったにもかかわらず、それぞ
れがどこかに構造上の欠陥や、設計のミス、 また運営上の難しさを抱えているのには多少驚きで
したが、現実は厳しいのだな、 というのが率直な感想です。
もちろん運営母体が国営の施設は、細かい所にまで配慮が行き届いているのはいうまでもあり
ません。しかし、そうでない大半の館も大変苦心しながら観覧者のニーズになるべく応えられる
よう努力しているのがとても印象的であり、私たちもそういう所は見逃してはならないと思いま
した。
そんな学外実習の内でもかなり異質だったのは、かのAPEC大阪会議で厳戒態勢の最中、警
官たちの訂しげな顔付きをよそに、大阪府庁前に集合して行われた「佃一茶庵」での実習です。
茶道という、 まったく別の世界を半日体験したわけで、 とても深く印象が残っています。 「佃一
茶庵」では、ただ礼儀作法とかを学んだだけではなく、学芸員の精神と相通ずる「ものの見方」
を教えていただいた気がします。ちょっとしたことにも大きな意味があり、それを知らなければ
他のことも理解できない。非常に厳しく、奥力報いなと感じました。
おわりに
すべての実習が終わったいま、 とても言葉で示すことができないほどの充実感で一杯です。最
初のガイダンスで、 「この1年は君達にとっていろんな意味で博物館漬けの年になるだろう」と
勝部先生がおっしゃったのを思い出します。 1年間でこれほど多くの博物館をまわったことは当
然ありません。また、これほど専門的な知識を一度に得た事もなかったと思います。本当に『博
物館漬け』だったような気がします。そしてまた、多くのことをこの実習で学び、考え、 また覚
え、そのことはll月に行われた、成果発表会ともいうべき附属博物館での展示実習においても、
多からずとも生かすことができたと思います。
とは言っても、たとえこの先順調に学芸員の「有資格者」となることができ、そして「学芸員」
となることができたとしても、博物館の中で仕事ができるという事とはまた別物であり、 まだ私
たちは全く未熟であるといえます。
実際、調査研究から図録の編集まで、実に多くの仕事が学芸員にはあり、たった1年で何でも
できる、 という具合には決してなりません。きっとこの1年でやったようないろんな事を、何年
も何回も積み重ねる事によって真の意味で「学芸員」になれるのだと思います。
この1年間で得た幅広い知識、心構えは、たとえ学芸員となることすらできなかったとしても、
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単に見聞を広めたということだけでなく、今後の自分自身の生活にも大きな影響を与えると思い
ます。最後までやり遂げたということが自分の中で大きい自信になっているような気がします。
本当に、 もう終わってしまうのが惜しいほど、貴重な1年だったと思います。これからも何ら
かの形で博物館と関わっていくことができたら幸いだと思います。
そしてまた、なによりも関西大学で学芸員課程を取ることができたことが本当に嬉しく思いま
す。
最後に、博物館のことのみならず、いろんなことを教えて下さった網干先生をはじめとして諸
先生方に感謝致します。
便更ﾖ~=X~Z~>
史地92-87世木博
はじめに
博物館等への就職は、非常に厳しいとよく聞く。実際、この1年、博物館実習を履修してみて、
そのようなことは厭と言うほど聞いた。正直言ってこの私も、博物館実習を履修したのは、学芸
員への就職を強く希望しているからという積極的な理由ではない。かと言って、 「学芸員の資格
だけはとっておこう」という安易な気持ちからでもない。でも、学芸員の仕事には興味があるし、
できれば博物館等で仕事をしてみたい、それには資格がないと話にならない。はっきり言って、
複雑な心境であった。しかし、博物館等へ就職するしないに拘わらず、この博物館実習は、これ
からの人生において大いに役立つものがあると思い、履修することにした。例えば、資料を慎重
に取り扱うことを学んだり、自分達の創意と工夫で実習展を企画するなどといったことは、これ
からどんな職業に就いても役に立つことだと思う。また、博物館等の見学にしても、普通に個人
で見学するのとは違い、実習で見学する場合には、普段見ることのできない収蔵庫を見学させて
もらえるなど、貴重な体験もできる。それには経済的負担もかかるが、それ以上に得るものは大
きいと思った。だから、いいかげんな気持ちではいけないと感じ、この実習に真剣に取り組むよ
うにした。以下に、 1年間の活動を振り返りながら、気付いたこと、反省点などを書き留めるこ
とによって、博物館実習の総括としたい。
1 ．前期活動一講義と博物館見学一
前期は、講義と博物館見学が主な内容であった。講義では、博物館資料の種類、分類の方法、
取り扱いの方法、梱包の仕方など、学芸員として基礎的なことを学んだ。例えば、美術工芸資料
の取り扱いでは、掛軸のしまい方を実践したのだが、掛軸には細かいところにまで名称が付けら
れていることや、正しい巻き方をしないと反って掛軸を傷めることになることなど、割りと身近
な掛軸一つをとっても含蓄が深いことを知った。他に、土器などの考古資料や壷などの美術工芸
資料を取り扱うときは、脇を締め姿勢を低くしてあまり高く持ち上げてはいけないし、古文書な
ども丁寧に取り扱わなければいけない。このように学芸員は、資料に対して繊細な気配りができ
ないといけないのである。更に場合によっては、そのような資料の中に、国宝や重要文化財に指
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定されるほどの貴重なものもある訳であるから、改めて学芸員という仕事の責任の重さを知らさ
れた。また、普通の人では手を触れることのできない貴重な文化財と直に接することができるの
は、それだけやり甲斐のある仕事だと感じた。
また、この前期だけで、実に多くの博物館を見学した。大体、平均して1ケ月に2回くⅧらいの
ペースで見学に行った。こんなにも多くの博物館を廻ったのは、生まれて初めてである。しかし、
我々が個人で普通に入館料を払って見学するのと違い、この実習では、そこの博物館の学芸員の
方の話を聞いたり、収蔵庫などの施設を見せていただいたり、博物館実習ならではの貴重な体験
をした。例えば、 5月28日の堺市博物館の見学では、収蔵庫をはじめとする博物館の“裏側”を
見せていただいた。博物館を建設するにあたっては、地震や火災などの防災対策は勿論のこと、
収蔵庫に適した環境にも注意しなければならないし、また、見学者が見学し易いように展示スペ
ースにも気を配らなければならない。最近、関西でも各地に新しく博物館が造られており、この
実習でも新しい博物館を幾つか見学した。最近の博物館の特徴の一つに、建物に凝ったものが多
いことがある。実習で行った堺市博物館や五條市文化博物館もそうであったし、実習では行かな
かったが近つ飛鳥博物館もユニークな建物である。実習で見学した印象としては、展示スペース
は工夫が凝らされていても、学芸員が仕事をするスペースは必ずしも資料の収集．保存．調査研
究のために適した環境ではないところが多いのではないかと感じた。博物館を建設するには、学
芸員の意見が十分生かされなければならないと思った。
2．夏季研修
他の講義とは違い、夏休みにもいろいろと行事があることが、博物館実習の苛酷なところであ
る。夏休み中には、歴史コースは、飛鳥セミナーハウスに宿泊しての奈良県内の博物館見学と、
2泊3日の東京での見学があった。中でも、東京での見学が、博物館実習1年の大きな峠とも言
うべきものではないのだろうか。
東京での見学は、 9月7日から9日にかけて行われた。日程は2泊3日で行われるが、7日の
午前9時45分に上野公園に集合であるから、普通は前日から東京に宿をとり、3泊しなければい
けない、 しかし、私は、時間的に余裕がなかったので、 7日の早朝、新大阪から新幹線に乗り東
京へ向かった。そして、 7日から3日間、まだ残暑が厳しい中、1日に2，3館のペースという
ハードスケジュールの実習が始まるのである。この見学で、東京国立博物館、国立科学館、国立
歴史民俗博物館など東京地区の主な博物館・美術館を7つもまわった。このように短期間で多く
の博物館を見学してみて、 「博物館の見学の仕方」について深く考えさせられることがあった。
今まで私力樽物館を見学するときは、展示の順序に従い、一々解説文などにも目を通して最初か
らじっくりと見学することが多かった。そのように見学すると、最初のうちは真剣に見るのだが、
そのうち疲れてきて、後半になるといい加減に見てしまうことが多かった。それでは後半にいい
物があっても、つい見落としてしまうこともあるのである。先生も言われていたが、博物館を見
学するときは、すべての物を順序通りじっくりと見ようとはぜずに、まず一通り概観し、その後
改めて、自分の興味のある物、気になった物をじっくりと観察すると良いのである。実際、今回
の東京見学でも、すべての物をじっくりと見学するには、かなりの体力と忍耐力が必要であるし、
第一そんな時間もなかった。この見学旅行は、実は博物館自体を見学することが目的ではなく、
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短期間でできるだけ多くの施設を見学することによって、博物館・美術館には様々なものがあり、
その設立目的や沿革などはいかなるものであるのかを考えることに重点が置かれていたのではな
いかと思った。
3．後期活動一展示発表会一
後期の活動の中心は、何と言っても実習展示会の企画・準備であった。その準備は大体、 9月
の終わり頃から始まり、 11月22～25日に発表が行われたのであるから、2ケ月近く準備期間があ
ったのである。歴史班は人数が多いので、 10人前後の3つの班に分けられた。我々の班の展示の
テーマは、 「アジアの茶文化」というものだった。長い準備期間があったにも拘わらず、なかな
か具体的に内容が煮詰まらず、本格的に準備にとりかかったのは11月になってからであった。こ
の実習展は、ただ文献で調べたことをまとめるだけでは不十分である。つまり、 「展示」である
からには、必ず「もの」を展示して、見学者に見せなければならないのである。我々の場合、テ
ーマが「お茶」であるため、まず、中国の代表的な茶器、色々な茶葉を集めようとした。簡単に
集めると言っても思うようにはかどらず、借りる当てがあったとしても、借用する際の手続きを
しなければならないし、礼を失するようなことがあってはならない。我々の班の展示も、本学の
教授、東西学術研究所、関西大学図書館、考古学研究室が資料を提供して下さったお陰で、無事
終えることができた。実習展は、規模も小さく準備期間も短いのだが、これが実際の博物館の企
画展示になると、内容的にもいい加減なものであってはならないし、いかに価値ある資料を展示
できるかが、学芸員の腕の見せ所となるのであろう。また、資料を借りる相手も、博物館等の施
設からという場合が多く、貴重な資料を取り扱うため絶対に間違いがあってはならない。故に、
当然の事ながら、実習展とは責任の重みが違うのであるが、この実習展は学芸員としてのごく基
本的なことを身につけるのが目的であったと思う。
おわりに
この1年間の博物館実習は、経済的負担や時間もかかり、かなり厳しいものであったが、そこ
から得られた物は多かったと感じた。将来、博物館等へ就職できるとは思っていないが、どんな
仕事に就こうと、実習で学んだ事は十分に生かしていけると思う。また、この実習を通じていろ
んな人とも出会え、楽しく過ごすことができた。
便更百~=ﾇｰﾖｰﾌ
史地93-58小林浩
私の、大学での1995年は、博物館実習に左右されたと言っても過言ではないだろう。無論、不
満を言っているのではない。これが正直な私の感想なのである。金曜日の授業の他の、土・日・
祝日等関係のない博物館見学などには本当に疲れた。博物感実習が、これ程大変な授業だとは、
全く想像できなかったのである。
今回、 1年の締めくくりとして、このレポートを書いているのだが、真っ先に頭の中に浮かぶ
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のは、何故か本実習の問題点というか、疑問点ばかりなのである。勿論、この実習から学べたこ
とも多かったし、それを過小評価する気持ちも否定する心も持っている訳ではない。私のような
不真面目な学生がこのようなことを述べるのは、鼻持ちならないかもしれないが、 1学生の感じ
た素直な感想として受け止めていただければ幸いである。
まず、博物館見学のことから触れることにしよう。我々が初めて訪れたのは、実習が始まって
1ヵ月が過ぎた5月のことである。場所は、堺市にある堺市博物館であった。まず、当博物館学
芸員の方により、堺市博物館の成り立ちや歴史を紹介、解説され、次に博物館の舞台裏を廻りな
がら詳しく解説していただくという形で見学したのだが、これは、これより見学していくあらゆ
る博物館で同様のことが行われた。前期には、この堺市博物館に始まり、万博公園の国立民族学
博物館や緑地公園の民家集落博物館、奈良県の市立五條文化博物館等の博物館を見学したのであ
るが、それぞれ、様々な問題や課題を抱えていた事を記憶している。
博物館は一般の市民をその鑑賞対象とする以上、博物館に独特の雰囲気、景観に気を使うこと
は誤っているとは断定できない。博物館は学芸員の自己満足の場であってはならないからだ。つ
まり、これらの博物館のこれからの課題は、博物館側と建設側の歩み寄りが重要な要因を占めて
いると言えよう。また、後期に入っての洋上実習や東京研修等により、近畿圏以外の博物館を見
学したのだが、これは少々スケジュールに難があったのではないだろうか。確かに、様々な博物
館を見学できたし、見聞も広まったには違いないだろうが、それに中身が伴ったかどうかは、学
生側に問うてみなければ分からない。例えば、国立科学博物館等は時間の都合で見学しきれなか
ったことは、非常に悔いが残ったものである。
次に、実習及び実習展についてである。実習講義では、展示や梱包、図録作成といった学芸員
の実際の仕事や、資料の取り扱いについての知識について学んだのであるが、どうも物足りない。
これは勿論学生によって異なるだろうが、展示室の清掃や資料の梱包、展示の方法等は実際に体
験したのもあってか、少しは身についたようである。しかし、調査カードや図録の作成方法につ
いては、今少し説明が欲しかった、 というのが正直なところだ。実習展において、最も困難であ
ったところは時間についてである。実習講義の中で、展示企画について学んだことによると、展
示企画は実際の展示の少なくとも1年前には立案しておかねばならない。しかし、我々に与えら
れた時間は、 1カ月と30日だけであった。つまり、この1ヵ月半の問に、班分けや計画立案、資
料の調査や図録の作成、資料の借用先との交渉や資料の運搬といった行為を行わなければならな
かったのである。我々は大学生であり、博物館実習以外にも大切な授業や用事が存在しているこ
ともまた、無視できない事実であり、この辺りを考慮して、夏合宿の時期には班を分け、展示計
画を立て始める位でなけれI姪I底よい展示にはできないように考えられるのだ。我々は実習展に
おいて、 『京菓子』についての展示を行った。計画をたてるにも、展示内容についての資料すら
手元にない状態で始めたのである。畢寛、展示の内容は胸を張って人に見学して戴けるものであ
ったとは、今でも考えられない。資料の借用についてばかり考えていたので、実際の展示の方法
やアイデア、そして図録についても考えておく余裕がなく、素人臭きのみが残る展示であった。
無論、我々は素人でプロの学芸員から見れば、子供の展示と思われるであろう。しかし、あの展
示は我々が1年間学んだ成果なのであり、それが不本意なものであったことは、博物館実習全体
においても歓迎すべきことではないだろう。ともあれ、我々が資料を借用できたのは、一重に何
－35－
の関係もない我々に貴重な資料をお貸しくださった『俵屋吉富』及び『京菓子資料館』のご協力
の賜物であり、またこれは自賛ながら、我々自身の努力も加えておく。実習展の準備の中で我々
が発見した問題点はここにあるのだ。これまでの実習展では、関西大学に関連のある施設に資料
提供を依頼していたらしく、資料借用の際にたいした問題はあがらなかったようであるが、今回
我々が依頼したのは『財団法人』である。資料についても非常に貴重なものが数多く、我々のよ
うな学生が借りる事さえためらうようなものであった。故に展示中の責任は大きく、特に運搬に
関しては非常に難色を示された。しかし、我々の熱意により借用することができ、何とか展示に
こぎつけたのだが、この借用資料においての補償問題については、我々学生がよりよい展示実習
を行ううえで避けられない道であろうし、大学側にも前向きに検討して戴きたい問題である。
以上の如く、生意気な発言も多々あったが、これが私の正直な意見である。博物館見学にしろ、
実習展にしる何が必要であったのか。学生の意見も聞き、尚且つ大学側の事情も考慮するような
歩みよりにより事を解決することは理想に過ぎないのかもしれないが、理想に少しでも近づくよ
う努力することをあきらめてはいけないのだ。我々の1年は過ぎ、 また今年も博物館実習の受講
生が出てくるであろう。その時、我々の出した問題点が、すべてとは言えないが1つでも解消さ
れていたら、それは我々の1年が無意味でなかったことの証しと言えるのではないだろうか。
この1年、私自身は非常に有意義であったと考えたい。洋上実習などで先生方には非常に見苦
しく、失礼な点があったと思うが、どうかご容赦願いたい。ともあれ、 1年間にわたる博物館実
習もここに終わるのであるが、この実習で学んだものを無駄にしないことを、これまで教授くだ
さった諸先生方へのお礼として、ここに述べておきたい。
く実爾ﾖ~=XD
哲93-23高坂登志恵
この1年間博物館実習を受講して様々なことを学んだ。今、その授業内容を振り返り、 1年間
の実習を通常の授業、見学した博物館、そして展示実習の3つに分けて述べてみたい。
1 ．通常の授業で学んだこと
博物館実習の授業は、他の講義のようにただ机に座って教授の話を聞くだけではなく、実際に
物に触れることができた。このことは理解を深めるのにとても役立つことであった。いざ、行動
する時に講義で聞いていただけではなかなか実行しにくいものだ。それを身をもって実感できた。
軸装を取扱った時はあらかじめ軸装の取扱い方のビデオを見、先生の説明と模範もあった。し
かし、いざ自分でやってみると、傷をつけてはいけないという考えから思うように取扱えず、時
はず
間だけが過ぎていくというありさまであった。掛けることがなんとかできても、外して巻いてゆ
くと、たけのこになってしまい、何度も巻き直す、 という状態であった。ビデオの説明や先生の
模範では簡単に見えたが、見ることと行動することとは全く違うことを思い知らされた。
梱包の授業の時には、資料が衝撃を受けないように包むように説明を受け、簡単だと思いつつ
も自分なりに一生懸命資料を包んで箱詰めまでしてみたのだが、へこんでいる部分には綿枕を詰
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めること、薄い部分は厚めに包むこと、箱に詰める時には隙間を作らないこと、 ヒモは2箇所に
かけて角で結ぶこと、 というように思っていた以上に次々と注意され、その多かったことに驚か
ざれた。自分の資料に対する考え方が甘かったことを反省した。そしてまた改めて、学んだこと
の実践の難しさを知った。それでも1回目の失敗を繰り返さないように、 もう1度梱包してみる
と、なんとか先生からの「これなら大丈夫だ」という言葉を戴けるようになった。
また、図録の編集・作成の授業では、実際に割付（レイアウト）をした。普段図録など何も考
えずに眺めていただけであったが、講義を受け、自分で割付の作業をして、ひどく時間と手間が
かかるものであるということを知った。割付は自分の考えひとつでイメージの全く異なるものに
なり、学芸員のセンスが問われるものであるということであったので、真剣に考え、 1枚の割付
ができるまでに結構な時間がかかった。これを1冊の図録などに仕上げるということがなかなか
大変であるということを知り、学芸員というものは資料を取扱うだけでなく、こういったことに
精通していなければならないということも学んだ。
これらの他にも古文書に触れたり、調書のスケッチをとったり、資料の写真を撮ったりなど、
講義だけ聞いていては実際の難しさや苦労などが理解できないことを身をもって体験できたこと
は、学芸員にならなかったとしても決して無駄ではなかったと思う。こういった意味でも実際に
物に触れることができた博物館実習の授業はとても良い経験となった。
2．見学した美術館・博物館施設
実に多くの美術館・博物館を訪れたが、それらの中にはただ館内を見学するのはもちろんのこ
と、学芸員の方の生の声を聞かせて頂いたり、さらに館の裏側まで見せて頂いたところもあった。
学芸員の方のお話の中には収蔵庫は広い方が良いといったことなど多く学ぶところがあったが、
印象に残っているのは来館者への対応についてである。
某博物館での学芸員の方のお話の中で、展示物をやきし〈して子供にも理解できるようにして
いる。具体的にはキャプションをわかり易い言葉と学術用語の二段に分けたり、展示物の高さを
低くして子供の目線の高さにしたり、ビデオを流したり、興味が持てるように模型や光のつくス
イッチボタンを設置した。私は今まで幾つかの美術館や博物館を訪れてきたが、こういった視点
で展示物を見たことがなかった。そしてそれを見る目を持っていなかった自分を恥じた。この博
物館が子供の来館を歓迎する理由は、全体の入館者を増やすためである。子供の頃から親しんで
もらい、成長しても来館してもらうことを目的としたり、小・中学生の入場を無料にしてその子
供に連いて来る両親の来館を目的にしている、ということである。こういったことが根底にある
にしても、 ターゲットを子供にすると決定し、それに合わせて展示の工夫をするということは、
私にしてみればなかなか目の向かないことであり、納得のいくものであった。見学者の立場に立
って、何度でも見学したくなるような興味の持てる博物館作りをすることもまた学芸員の仕事で
あるということを知った。また、子供を対象として前述のことを行っている上でさらに入館者を
増加するために、特別展やイベントを行っている他に、ビデオを増やすなどの常設展の改良を考
えているという事であった。また、子供だけでなく障害を持った人への気配りもまた考え、点字
をキヤプションの横に設けてあった。この博物館を訪れて以来学芸員たる者は、ひとつひとつの
物事に対し、問題意識を持って見ることが大切であるということを、言葉だけではなく、身を持
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って感じることができた。
この博物館以外の美術館・博物館でも入館者を増やすための、また入館者に喜んでもらうため
多くの工夫を学んだ。しかしこうした工夫の裏には予算・経営とかいったことが絡んでいるとい
うことに、 目を向けなければならないことであった。学芸員は自分自身の研究や展示、特別展な
どをする傍らで、それら全てを決められた予算内で行っていかなければならないという事実には
少々残念な気持ちになった。学習の場ではお金を気にせず、伸び伸びとした空間が与えられるこ
とを望むが､厳しい現状と学芸員の苦労というものはどこの施設でも見受けられた。失望する部
分もあったが、裏話を聞けたことで博物館の実体が少しでも理解できたと思う。
3．展示実習について
展示実習は1年間の博物館実習の集大成である、 と以前から聞かされていたので、ある程度の
心構えをして臨んだ。班分けをして、我々の班は「遊女」について展示をすることになったのだ
が、ここから展示に至るまではかなり険しい道のりになった。当初は「遊女」の「悲しみ」につ
いてという主題で研究を始めたのだが、どの文献にも「悲しみ」の部分の記述が殆どなく行き詰
った。そこで思いきってテーマを変えてしまう、 という発言まで出たこともあったが、話合いを
重ねた結果、 「遊女」についてのある程度の研究が進んでいたこともあり、 「遊女」の「装飾品」
や「髪型」にするということで落ち着いた。このように決定してから班を「遊女｣、 「装飾品（か
んざし)｣、「髪型」の3つに分け、それぞれで研究することになった。研究を進め、お互いの結
果報告をして、いざ展示という時になって次の問題が生じた。展示品の収集である。展示用のか
んざしをどこから借りて来るか、 というのが第1の問題であった。京都にかんざしの博物館があ
るということで電話で問い合わせてみるが、貸し出しはしていないとの事。途方に暮れていたと
ころ、幸い班のメンバーの知人から幾つか借りることができ、さらに関西大学博物館の所蔵品に
かんざしがあったので、かんざしの問題は解決した。髪型についてはかつらの展示を考え、着付
の店や太奏映画村に問い合わせてみたが、店の方では取扱っていない、太奏の方は貸し出しはや
っていたが結ってもらうとさらにお金がかかるということで予算オーバーのため却下。最終的に
は絵画ということになった。残りの遊女であるが、これは絵画ということに決定していたのだが、
絵画選びに時間がかかった。関西大学図書館で探していたのだが開架閲覧室には展示できるよう
なものはなく、書庫に頼ることになったのだが、我々の班は大学院生1名を除くと全て3回生で
あるため、書庫の出入りが自由ではなかった。大学院生1人に書庫で絵画を見つけてもらい、何
枚もの中からやっとみんなが納得するものを見つけることができた。そして連日展示室に通い、
展示品を並べ、パネル、図録を製作し、なんとか実習展にこぎつけた。
頑張った展示を先生方に見て頂く時はさすがに緊張した。思ったとおりに先生方の厳しい意見
がかえってきた。例えば、かんざしの展示。高価なものは特になく、同じ物が多かったためそれ
ら全てを展示することは見苦しいと考え、わざと少なく展示したのだが、質が悪いなら数で勝負
する、 ということがあり、我々の認識の違いを理解したこともある。
展示という形にはできたが、反省点は山のように出てきた。作業の取りかかりが遅く図録を当
日の朝製作したことだとか、その図録の数が足りず来て頂いた方に渡せないこともあった。その
中で私個人の一番の反省は、見学する人の立場に立って製作できなかったことである。説明書き
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にふりがなをうつ、 といったようなことにも気が付かないでおり、 1年間美術館や博物館を見学
していたのに非常に残念に思われた。
最後に、博物館実習を受講して私が考えた学芸員のあり方について述べ、 「博物館実習1ケ年
の総括」とした。
学芸員は自分の研究以外に博物館のこと、見学者のことを考えねばならず、その多くの仕事の
中でセンスを必要とされ、広い目で物事を見て、細やかな神経を身につけた人物であるべきだ。
<美術ヨーーヌ言う
哲93-57福井麻純
私は大学に入学する際、一つの目的を持っていた。それは、学芸員の資格を取得することであ
る。今年1年間、博物館実習の授業を受けて、多くのことを学んで、学芸員というものに対する
認識が少し変わった。たくさんの学芸員の方のお話を聞くことができて、実際いかにたいへんな
職業であるか分かったし、 自分自身で展示を企画し、実施して、その難しさも思い知らされた。
ここでは、 1年間学んできて、その感想を中心に、大学での実務実習、岡山・東京を含む施設見
学、展示実習の3つに分けて述べてみたい。
実務実習
実習というくらいだから、いろいろポスターを作ったり、図録のレイアウトをしたり、 と楽し
そうなものばかり想像していたが、 もっと基本的なことから学んでいった。博物館学でも習った
が、資料の種類、資料の分類について、文化財保護法について、資料の特性によってどのように
保存していくべきか、整理のしかたなどの講義を受けたが、資料の種類といっても、考古資料・
美術工芸資料・文書資料・民俗資料・自然科学資料・金属資料など細かく分かれており、それぞ
れ専門の先生に概略とその特性について教えていただいた。博物館で扱う資料にも、私の知らな
いいろいろな種類があり、それぞれ扱い方も違っており、資料としての価値判断のしかたもそれ
ぞれあって、ひとくちで博物館といっても、その性質もまちまちだということを知った。
実際に考古資料を初めて扱ってみた時は、頭の中では注意すべきことはわかっていたが、いざ
扱うとなると、緊張してしまって完壁とはいかなかった。資料を運搬する時に、運搬前にはその
コースを下見しておくことなど、言われて初めて気づくことも指摘していただいた。展示室の掃
除の時に、先生のおしやった言葉の中で学芸員というものの心構えを最もよく表現していたもの
がある。それは、 「資料はそれしかないものだから絶対に守らなければならない」という言葉で、
学芸員のプライドを強く感じた。資料の梱包もとても難しい作業だった。第一に心掛けなければ
ならないのは、資料のでこぼこをなくして、滑らかな面にすることと、弱い部分を保護すること
である。綿枕をつくったり、 「天・地」という言葉や、箱へのしまい方などを学んだ。梱包とい
えども、見た目を美しくすることが、貸してくださる方への礼儀であるということを教わった時
には、学芸員という職業の奥深さを感じた。私がいちばん楽しみにしていたレイアウトも、ペー
ジの数や見た目の安定感にも考慮しながらやらなければならないので、思っていたよりもずっと
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難しいものだった。学芸員の実力が最も如実にあらわれる調書の記入では、ただただスケッチを
するだけで、知識のない私が書いたものは、スケッチと見た目の感想文になってしまい、恥ずか
しくなった。また、カメラで実際に仏像を撮影した時は、オートフォーカスのカメラしか使った
ことのない私には、 「しぼり」 「シャッタースピード」という機能の意味がよくわからなかったが、
露出計をつかって本格的に撮影ができていい経験となった。学芸員は機械にも強くなければなら
ないようだ。いちばん辛かったのは、奈良県立美術館で行ったアンケート調査である。鑑賞者の
方の邪魔にならないように、 タイミングよくお聞きするのは至難の業であった。見学者も、実習
生も多かったので、なかなか答えていただけなくて苦労した、本当にいろいろなことを実際に経
験したので、一度には覚えきれないが、博物館の内側でどれだけ多くの時間をかけて、どれだけ
多くの作業が行われているかということが実感できた。
施設見学
次に、 さまざまな施設見学についてであるが、本当にいろいろな種類の博物館や美術館がある
ということを改めて知ることができた。全部で20数館ほど見学に行ったので、ひとつずつ述べる
ことはしないが、都会の美術館には、ビルの中に設立されているものが多く、雰囲気的に個人で
は入りにくいような気がした。ただ、こうした美術館は、交通の便はいいといえる。いちばん規
模が大きくて驚いたのは、東京都江戸東京博物館である。まるで、どこかのテーマパークにいる
ような広さだった。立体的に空間を利用して、大胆な展示がなされていた。特に、模型や動くも
の、音の出るものなど、飽きないように工夫がなされていたので、見てまわるのにとても時間が
かかった。逆にいえば、広すぎて疲れてしまうこともある。ここでは、セクションにわかれて学
芸員力働いているそうで、本来学芸員は、館全体について把握していなくてはならないものであ
るから、仕事がやりにくいそうだ。もうひとつ、他のものとはちがう性質のものに、 日本民家集
落博物館があるが、ここは、野外に民家を展示しており、家は本来外にあるものなので、多少の
風雨については、神経質になる必要はないかもしれないが、震災によって崩れたものもあり、思
いもよらないことが起こったり、気候の違いによる変化が起こる可能性についても十分に考慮す
べきである。
全体的に気がついたことは、子供に見学してもらえるような展示を心掛けているところが多か
ったことである。無料の日を設けたり、子供向けのパンフレットを作成したり、講座を設けたり、
大原美術館で聞いた話では、 「yellowbus」といってバスで学校と文化施設を送り迎えしてくれ
るサービスがあるそうだ。博物館といっても財政的なことや収蔵品や立地条件などさまざまな点
で違いがあるので、学芸員の人もその中でいかに充実した展示を行うかということを考えなけれ
ばならない。たくさんの施設を見学して、たくさんの学芸員の方のお話をうかがったが、どの博
物館にも問題があり、学芸員の方は苦労なさっているようだが、見学に来て<だきった人に満足
してもらえた時の喜びを一度味わったらやめられない、そんな魅力のある職業なんだろうと思っ
た。博物館といっても大規模な展示、例えば外国の有名な遺産や国内の貴重な遺産が展示される
ような展示は、やはり都会で開催されて、地方の人にはなかなか気軽に見る機会がないのも残念
であるし、そうした評判の高い展示に対して、 ものすごくたくざんの見物者があった時、何時間
も待ったのに中は人でごったがえし状態で落ち着いて見られなかったなどということもよく経験
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しているので、そうしたことにも何かいい解決策があればいいと思う。
展示実習
いざ自分たちで展示を企画し、実施することになっても、一体何から着手したらよいのか迷っ
てしまった。とりあえず班分けをして、テーマを話し合ってみたものの、なんといっても初めて
のことなので、 うまくまとまらず、なかなか前に進めなかった。みんなで何度も意見を出し合っ
て、展示テーマは「髪結い」と決まった。私は善を友人に貸してもらったり、他にも借りられそ
うな所に問い合わせてみたが、いずれも断られてしまった。班をさらに3つに分けて展示を行う
ことにして、私は「遊女」を調べることになった。時間的にも自分たちで何かを調査したりする
ことはできず、専ら本に頼ってしまった。展示資料を展示ケースに配置するためにパネルや絵の
枠を作ったりするのに、思ったより時間がかかって驚いた。さらに私は図録の原稿を書いて、 レ
イアウトをした。当日までかかって準備を行ったが、始まってしまってから、あそこはこうした
ほうがよかったなどと気づく点もあった。思っていたよりも多くの人が見学に来てくださって、
少し恥ずかしいような気もした。実習でお世話になっている先生方にも見ていただいたが、私た
ちの班は、展示資料が少なかったようだ。あと、私自身が気づいたことは、いろいろ展示したい
と思っていたために、かえって、展示の主旨がわかりにくくなってしまった。実際にやってみて
その難しさを実感したが、実習のなかではいちばん印象に残っているし、学芸員の業務のたいへ
んさが本当の意味でわかったような気がした。
最後に、実習ということで、本当にいろいろな経験をしてきたが、こんなにたいへんで充実し
た授業が大学にあるとは思ってもみなかったので、 1年間終ってとても満足しているし、大学生
活の中でも思い出深い経験になった。他大学で博物館実習を受講している友人に、月に一度は施
設見物に行ったり、泊まりがけで岡山や東京へ行ったり、授業でやっている内容を言ったら、ほ
んとうに驚いていたので、関西大学で実習を履修できてよかったと思った。
博物館では展示資料が主役であって、学芸員は縁の下の力持ち的存在で、地味な仕事だと思わ
れがちだが、ひとつの展示を行うにしても、何年も前から計画を立てて、資料を借りるのも何年
もかかり、図録を作成したり、 もっともっといろいろな過程があって、 ようやく一つのものを作
り上げる学芸員という仕事は他にあまりないのではないだろうか。そこに私はやりがいを感じた。
しかし、学芸員一人に課せられる仕事の量は多く、 「雑芸員」などと言われているにもかかわら
ず、実際に学芸員として就職できる人はわずかであるのは残念である。しかし、それだけ学芸員
は知識・技術を持っていることはもちろん、独創的なアイデアを出せる人であり、いろいろなこ
とに気を配ることのできる人でなければならなく、またそういう人力樟物館を全体的に見て運営
していかなければならないということだろう。それにはやはり経験を積むことが重要で、そうし
てだんだん自信をつけていくのだろう。
今、博物館は過渡期にあるというお話を最後の授業で聞いた。何かを展示して見てもらうとい
う一方通行だけではだめで、見学者にもいろいろな人がいて、それだけ博物館に対する希望が増
えてくるため、さまざまな試みが必要となってくる。たぶんこれからはもっといろいろな種類の
博物館や美術館などができてくるだろう。そうしたなかでも学芸員は、実習などで学んだような
心構えを持ちつつ、柔軟な考えを持って意欲的に取り組まなければならないと思う。そういう時
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こそ私たちのような素人を受け入れていろいろな試みをやらせてほしいと思うのだが。できれば
私も、ずっと夢みていた学芸員になりたいと思っているが、 もしなれないとしても、この授業で
学んだことを忘れずに博物館や美術館を見学する機会があったら、 もっと身近に感じることがで
き、 もっと楽しめるような気がした。
匡術ヨーーヌ~§~フ
哲94-3001水田薫
私は1度大学を卒業した後、関西大学に編入してきた。その理由の中で最も大きいものが、前
の大学に講座が無かったために取ることができなかった学芸員の資格を取りたい、 ということだ
った。そのため何はともあれこの実習はかならず受講するつもりだったのだが、その意気込みの
分、あの震災には驚かされてしまった。 ’95年の1月の時点で、神戸から大阪へ向かう電車の復
旧予定が、半年～1年、ひどい所は2年～未定となっているのを見て、この1年間ちゃんと大学
へ通えるのかさえ不安だったので、 もしかしたら今年は博物館実習を履修できないかもしれない、
とも思ったのである。
しかし実際には、何とか4月1日にJRが開通してくれたおかげで、予定どおりに実習を受講
することができ、 1年間学ぶことができた。今は、 ともかく無事に1年を過ごせたことをうれし
く思っているところだ。
今回の震災は、個人だけでなく博物館にとってもいろんな事を考え直す機会を与えたことと思
う。建物の強度のこと、収蔵庫での保管のこと、展示のしかたのこと、 また非常時における公共
施設としての博物館の役割のこと、などなど。そういった動きの中で、この実習を通じて各地の
様々な博物館・美術館を見学し、 また学芸員の方たちの生の声を聞けたことは、本当に貴重な経
験だった。
この1年を考えるにあたって、どうしても避けることのできない震災のことにまず触れたが、
次からは、博物館実習1ヶ年の総括として、特に印象深く残っている、見学実習と展示実習につ
いて、順に述べていきたいと思う。
見学実習
実習を通しては、様々な博物館・美術館を見学させてもらった。訪れた全ての館ではないが、
見学の際に、その館の学芸員の方から沿革や展示についてのお話を聞くことができたし、収蔵庫
や搬入口まで案内してもらったこともあった。これは個人で見学しただけではとうていできない
経験である。中でも、夏季休暇中に行なった岡山・東京での見学実習は、どちらも初めて宿泊す
るということもあって、特に忘れがたい経験となった。
また、この見学実習の中で、色々な種類の博物館・美術館の学芸員の方の話を聞いていくうち、
どの館もだいたい財政の面で苦労しているということに気付いた。もちろん、その館の母体とな
っている財団なり公共団体なりの財政事情にもよるのだろうが、概して人員整理、経費削減の方
へ動いているといえる。これではますます学芸員の採用は減ってしまうし、学芸員1人当たりの
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負担も増えてしまうことになる。この流れが今後好転しそうにないというのは、一実習生として
残念に思う。
ともかく、今までは、自分で訪れる博物館・美術館となると、どうしても神戸市内とその周辺、
せいぜい西は姫路まで、東は大阪どまりになっていたのだが、震災によって神戸市内の博物館・
美術館が軒並み休館してしまい、いつも行っていた館に行けなくなった時に、各地の館を見学す
る機会をつくっていただいた博物館実習には、感謝したい思いである。
展示実習
博物館実習の1年間の総括として挙げるものに、展示実習ほどふざわしいものはないだろう。
今までの講義、見学、実技で得た知識を集大成して、 1つの展示を作り上げるのである。
去年の博物館学の授業でこの実習展示を見学したときには、見るだけの気楽さから、アンケー
トでは好き勝手に講評したものだったが、いざ自分でやってみると話は別で、気楽どころの騒ぎ
ではなかった。私の班では、 「紙の上のビジュアル・コミュニケーション今・昔一江戸錦絵と
現代カラー印刷一」という、実習展示史上最長を目指したのかと思うほど長いタイトルの展
示を行なったのだが、このタイトルの事を含め、完成までには様々な苦労をし、右往左往したの
である。 （しかしそれは途中から楽しみに変わっていったのだが｡）
時間的なことをいうと、例年ならば、夏季休暇中の見学実習の際に、展示実習のための班分け
と話し合いの機会が設けられていたそうだが、今年は皆の宿泊所が別々だったために、やっと後
期の1回目の授業で展示実習の準備がスタートすることになった。展示実習において時間の確保
は大切な要素となるので、 これは出だしから一歩遅れたという形となってしまった。後から考え
れば企画から展示まで2カ月というのは本当にきついので、展示実習の最初の話し合いは、夏季
休暇中といわず、できれば前期の最後の授業で行なうのがいいのではないかと思う。とにかく班
分けだけでもしておけば、 自分の考える分にも具体性が出るだろうし、なにより同じ班の人と早
く知り合うことができるからだ。私はこの展示実習において、展示というものは共同作業であり、
互いの信頼関係がものをいう、 ということを自分なりに悟ったので、この信頼関係を築くのに、
早いに越したことはないと思うのである。
それからこれは反省点になるのだが、企画から展示までの計画表は、是非とも作成しておくべ
きだったと思う。なにか目安を作っておかないと、だらだらと間延びしてしまって、結局最後の
追込みに凝縮されることになってしまう。私たちは幸いにも、開催日当日の朝ぎりぎりまで作業
するという事態は避けることができたが、その前日、前々日は1日中作業をしていたのである。
次に作業について述べる。実際の作業においての私の担当は、全体的な進行と、図録の「錦絵
の出来るまで」の章の原稿書きと、図録の編集・ワープロ打ちだった。中でも図録の編集という
作業は、色々と苦労しただけに、特に思い出深いものとなった。
図録に本格的に取りかかったのは、実習展まであと1ヵ月という時だった。図録の様式が、B
5判で20頁以内ということは決まっていたので、とにかくその範囲内で載せるべきテーマを振り
分けて、担当者を決め、原稿を依頼したのである。原稿は2週間後に集まったのだが、そこから
出来上がるまでが編集の悩みどころだった。例えば、ワープロの行ピッチや頁の余白といったバ
ランスのこと、前付・後付や改丁・改頁といった本の内容要素のこと……などである。頁のバラ
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ンスについては、少しずつ変えたものを打ち出しては吟味する、 といった具合だったので、大量
のワープロ感熱紙を消費してしまった。本の内容要素については、 10月に便利堂の方が講義され
た際に使用したプリントに易しく書いてあったので、そちらを参考にきせてもらった。実際には、
展示品の変更．付足しや、参考文献の詳しいデータが集まらない、などで直前まで手直しを加え
続けていたので、少し乱れているところができてしまったのだが、それでもこの図録の出来上が
りには自分でも相当に満足している。表紙の和紙と、それに合わせた製本テープ、そして遊び紙
などの豪華な仕上がりは、 さすがお金がかかってしまったがそれだけに自慢できるもので、つい
家族や友人に見せびらかしてしまったほどであった。
また展示についても思い出は多い。私たちの班がケースに展示物を備え付け出したのは、なん
とll月20日という、実に展示発表会まであと2日といった切羽つまった時だったのである。幸い
にも私たちの展示は、絵を額にいれてテグスで吊り下げるという、そんなに時間を食わない作業
でできたので助かったが、それにしても開始が遅れてしまった。作業中では、展示する絵の中に、
貸し出しされる額縁では納まらない程の大きなものがあって、これをどうやって展示するかとい
う問題が出てきたこともあった。これは、大きなハレパネの板の四隅に紙でつくったストッパー
を取り付けて、臨時の額をつくったことで凌ぐ､ことができたのだが、このように実際の作業を進
めていくと、思いがけない問題が出てくることもわかった。それらに対応するためにも、やはり
時間には余裕をもって作業にあたりたいところだ。本当に計画表は必要だと痛感したのはこの時
である。
こうして何とか図録も展示も前日に完成することができたのだが、思い返してみると、後期に
入ってからは、ずっとこの実習展示のことばかり考えていたように思う。始めのうちは莊漠とし
ていた企画を、 2カ月のうちに皆でだんだんと形にして、発表するところまで持ってくるという
過程では、苦労もしたし、 また新たな発見もしたりして、得たものは非常に大きかった。この実
習は、大学で履修した講義の中で、最も感慨深く思い出す授業となりそうである。
最後に、今年度の博物館実習の感想として、展示発表会の最終日に書いた実習日誌を引用した
いと思う、これが最も心情が表れているように感じるからである。
「あれだけ苦労して準備したものだけに、撤去してしまうのが惜しかった。展示のためにとっ
たカラーコピーや、 もらったシルクスクリーン印刷物は、班の皆でわけることにした。この実習
展示の準備をしていく上で、皆とずいぶん仲良くなれたと思う。
学校にいる間は立ちどおし、帰宅してからはワープロに向かって徹夜、 というハードな準備期
間だったが、その作業は本当に楽しかった。
学芸員という仕事には、就けるかもしれないし、就けないかもしれないが、この実習展で経験
したこと、発見したことはこれから先忘れないでいくつもりだ｡」
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はじめに
私にとってこの1年間は、博物館実習で様々なことを学ぶとともに、講義で得た知識を自治体
史編纂という場で実践することのできた貴重な年であった。とはいえ、講義と実際の編纂事業と
の間にある隔たりや疑問・矛盾を感じ、それをいかに自分なりに昇華していくかを考えながら過
ごした1年間でもあった。
では、博物館実習1年間の総括を述べるとともに、それをふまえて学芸員および地域博物館・
文書館の今後のあり方について私なりに論じてみたい。
I.博物館実習の総括
歴史学を学ぶものにとって文書史料が大変有用であることは、周知のことである。とくに私の
ように日本の近世史・近代史を研究するものにとっては、各地の地域博物館・文書館に収められ
ている古文書・行政文書だけでなく、各地区・各家で収められている古文書力研究には欠かせな
い史料であり、またそのような史料をもとに自治体史を編纂していく仕事に携わっていたことか
ら、各地の文書館を見学できる機会を得たことは私にとって意義深いことであった。なかでも、
日本の文書館の先駆的役割を果した埼玉県立文書館は建物が立派であった（ここでいう 「立派」
とは文書を収蔵するスペースが広く、薫蒸施設などが整っているという意味）だけでなく、行政
文書を文書館に収蔵するか否かの取捨選択の基準や、文書公開の基準が明確に決められていたこ
とも特筆すべき点であった。
しかし、毎年大量に発生する行政文書の僅か数％しか文書館に収蔵しないにもかかわらず、収
蔵スペースが飽和状態であるといった問題や、文書の公開と保存という相反する使命を文書館が
有しているという問題、また情報公開に基づくプライバシーの保護といった問題など、現在そし
て、今後も文書館が解決しなければならない課題がたくさんあることも知った。
こうした土曜・日曜実習や夏休み実習と並んで、博物館学芸員としての社会的役割の重要性や
文書保存の重要性を再認識させられたのが展示実習への取り組みであった。
学芸員の社会的役割の重要性という点からは、 日頃何気なく見ていた博物館の展示にも学芸員
の大変な努力のうえに成り立っていることを、体験的に知る結果となった。およそ、博物館の展
示において企画者の価値観を含まない展示など存在しないし、あってはならないと思うが、企画
者のある特定の価値観を押しつけたり、企画者の価値観によって資史料に加工・操作を加えては
ならない。このことは学芸員としては当然のことではあろうが、この展示実習を通じて体験的に
再認識することとなった。
ついで、文書の保存という点から一つだけ述べておきたい。私達は「近世・近代の広告・ポス
ター」というテーマのもと、近世後期から昭和20年代までの引札や企業の新聞広告、ポスターな
どを展示した。展示の趣旨としては、広告には商品を売ろうとする側の狙いや広告を見る側（消
費者）が求めようとするものが描かれており、時代を経るごとに広告の中身や様式が変化してい
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〈ことから、その時代の社会状況を読み取っていこうというものであった。
私達はこの趣旨のもと資料の収集に取り掛かったのであるが、思ったように資料が集まらない
のである。というのも、引札・ポスターというものは、ある特定の期間は広告としての役目を果
すが、その期間が過ぎてしまうと広告としての意味をなさない訳であり、最終的には廃棄されて
しまうという性格を持っていたからである。私達が当初、多くの資料を保存しているであろうと
考えた百貨店・鉄道会社などはほとんど資料を保存しておらず、あったとしても保存状態の非常
に悪い資料であり、展示することが困難な資料ばかりであった。とくに、昭和40年代以降のいわ
ゆる高度経済成長期下で製作されたポスターの保存枚数が極端に少なく、大量生産・大量廃棄の
弊害をこのような形で見ることになるとは私自身、考えてもみなかった。であるから、私達の展
示において「現代のポスター」コーナーの出品数が極端に少なくなってしまったのも、このよう
な状況の結果である。
私はこうした展示実習での体験をふまえて、ポスターやビラといったものを文書館・地域博物
館で収集・保存することも重要ではないかと思う。ポスターやビラなどは現時点では確かに資料
的価値が低く、収集・保存するに値しないかも知れない。しかし、 「広告はその時代時代の社会
状況を反映する。 」という観点からポスターやビラを歴史資料として保存することは、これらポ
スターに歴史的・文化的価値を付与することになるのではなかろうか。
このような考え方は、既に尼崎市立地域研究史料館において数年前から、駅前で配布されるビ
ラの収集・保存という形式を取り、実践きれている。尼崎市立地域研究史料館においては今後も
この事業を継続され、収集されたビラをもとにした地域史研究が進展することを期待している。
また、他の文書館・地域博物館、そして企業においても、ポスター・ビラが収集・保存きれるよ
うになれば幸である。
以上、博物館実習の中でも私にとって最も有意義であったと思われる文書館見学と展示実習に
ついて述べてきたが、最後にもうひとつ付け加えておきたい。それはこの講義が普通の講義とは
違い、 「考える力」が身についた講義であったという点である。例えば、資料の梱包の仕方にし
てみても、最初から先生方が手本を見せられるのではなく、私達受講生がどのような梱包であれ
ば、資料を傷付ける事なく運搬できるかをそれぞれに考えながら梱包していた。梱包の仕方には
じまり、学芸員の資質から文書の保存に至るまで総てにおいて自分自身の考えを明確にもってい
なければならない講義であったように私には思える。
Ⅱ。学芸員および地域博物館・文害館の現代的課題
このような問題については、学芸員として実際に働かれている方によって毎年たくさんの論文
が発表きれているが、自治体史編纂に従事している博物館実習生という立場から少し述べておき
たい。今、博物館のあり方がひとつの曲り角にきていると言われており、従来のような学芸員が
企画する展示から、市民も展示のあり方について参画していく方向に向かっているとのことであ
った。市民が積極的に博物館運営に参画することは喜ばしいことであると私も考えるが、一部の
市民にのみ受け入れられる博物館であってはならないと思うのである。より多くの市民の利用に
供するように学芸員は、社会教育の指導者としての役割を果さなくてはならない。
とくに、大阪府下の衛星都市に住むサラリーマンなどは自分の住んでいる市町村にはただ寝る
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ために帰る場所でしかなく、その市町村の歴史など二の次である。しかし、余暇がこれからも増
えるであろう風潮の中で、このようなサラリーマンにも博物館を親しいものであると感じてもら
うために、休日を利用した市内の遺跡や寺社をめく、るハイキングといった企画を学芸員が立てて
いくことも大切な仕事となるであろう。また、 「市政だより」に遺跡の説明や旧村の状況につい
ての簡単なコラムを掲載することも、市民に歴史を身近に感じてもらえるのではなかろうか。
学芸員が先に述べたような試みを実践しようとすれば、自然と学芸員は地域に精通した「研究
者」でなくてはならないという必然性が生じてくると思う。戦後地方史研究においては、いわゆ
る「中央」で導き出きれた「理論」や「法則」を「地域」に降ろしてくるという態度が支配的で
あったが、そのような態度に批判が加えられ、 「地域」から問題を掘り起こし、そこから日本史
全般を理解しようという態度がみられるようになった。
現在でも「地域」からの視点で日本史をみる見方は大きな潮流のひとつであり、地域史研究者
としての学芸員の役割は学界の中でも大きい。そして、 より重要なことは、それぞれの地域に即
した実証的な研究をすすめ、それを通して地域の歴史性を明らかにし、その研究成果が何よりも
まず、地域社会に還元されることであると考える。
実際には展示の準備や資史料の収集などの業務で多くの時間が裂かれることは仕方のないこと
ではある。しかし、博物館業務の四本柱のひとつである「研究」も十分におこなわれなければ、
展示自体が非常に浅薄なものになってしまうのは当然のことであり、「雑芸員」から「学芸員」｢研
究者」へと如何に脱却していくかが、 日本の学芸員の今後の課題となろう。
また、地域博物館や文書館をとりまく問題としては、地方公共団体の部局内において今なお、
博物館・文書館に対してのコンセンサスが得られていなかったり、地域博物館を設置したにもか
かわらず、財政問題上、学芸員が置かれず、 「開店休業」状態の館が少なからず存在する現状を
認識しなければならない。私などは、 「開店休業」状態の館を増やすのであれば、なにも行政単
位ごと （市町村ごと）に博物館をつくることはなく、旧国・旧郡単位で博物館をつくった方がよ
っぽど有用であると思うのであるが……。
Ⅲ、おわしﾉに
博物館実習を受講し、自治体史編纂にたずさわったこの1年間で思いを強くしたことのひとつ
に、史料の散逸をくい止めなければならないという思いがあった。これは自治体史編纂の過程で、
20年ほど前に『町史』で使用した史料が既になくなっていたという体験がもとになっている訳で
あるが、その意味からも文書館の設置が急務であると痛切に感じる。
私はたった一枚の薄汚れた古文書から、私達の歴史観がかわるような歴史的真実が明らかにさ
れるかもしれないと思うと同時に、それらの史料を大切に保管してきた先人に感謝しつつ、自治
体史編蟇に従事している。そして、私達は先人の残してくれた古文書を後世に伝えていく中継ぎ
役であると共に、新たに発生した文書を後世に伝えていくという意味では、歴史の創造者として
の役割も担っていることを絶えず忘れずにいたいと思うのである。
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博物館実習は、私にとって思っていたよりもずっと厳しい授業であった。私は、入学時に、司
書と学芸員の二つの資格をとりたいと思っていたのだが、司書の資格を優先させたために、博物
館実習は4回生で履修することになってしまったのである。私の友人は、学芸員の資格を優先さ
せ、 3回生で実習を履修していたので、彼女の1年間をみて、とても大変そうな授業だなあと思
っていたし、本人からも話はよく聞いていた。そのように、かなり,心構えをして履修していたの
に、それでも大変な授業であった。
履修していて何が大変だったかというと、 まず日曜日に実習が入ることであった。就職先を公
務員にしぼっていた私にとって、公務員試験と実習が重なる日曜日はどちらに出席するにしろ、
非常に困ることとなった。試験を受けると実習に参加できず、次の授業がわからなくなる、かと
いって、大事な就職試験を無にするわけにはいかない。それでも、今考えると、できる限り実習
には参加することができたと思う。
次に大変だったのは、費用の問題で、特に夏の実習の宿泊費や見学実習の交通費がかかること
であった。普通の授業ではこんな費用は必要ないので、余計につらかった。
そして、最後に、自分に日本史や古文書の基礎知識がなかったことで、授業が進むにつれて我
ながら情けなく思っていた。私の専門はドイツ文学であり、歴史背景としては、やはり西洋史で
あったし、高校の頃からすでに選択科目は世界史と地理であったので、 日本史は中学以来、勉強
していなかったのである。古文書にしても、私が文書コースを選んだのは書道をやっていたので、
何かしらなじみやすいのではないかと思ったのと、図書館における文書の取扱いといった知識を
覚えたいからであったのだが、自分の知らないことの続出であった。
このように、私にとって博物館実習はまさに大変厳しい授業であったので、終わってほっとす
るのであるが、それと同時に、非常に学ぶべきところの大きい授業であったとも思うのである。
普通では見せてもらえない、裏側の施設や世界を垣間みることができたし、技術的なこともほん
のわずかではあるが、身につけることができた。
歴史・考古資料の取扱いの基礎と方法では、実際に資料を手に取ることで、その前の時間にビ
デオで見た取扱いのしかたがよくわかった。ビデオでは、いとも簡単にゆっくりとていねいに扱
っており、自分でもすぐにできそうに思えたものが、実際の資料を目の前に出されるとすぐ、にう
ろたえてしまった。うまく手に取ったつもりであっても実はこうした方がいいとか、置くときの
注意など、覚えるべき取扱い方は山のようにある。しかも、それは基本的な資料の場合であり、
歴史・考古資料には実に様々なものがあるので、それぞれに合せてその都度、最高の取扱いをし
なければならない。土器と呼ばれるものひとつとっても首の長いもの、底が丸いものや取手がつ
いているものなど様々であって、それぞれに注意すべきところがある。これは、梱包の授業のと
きによりわかったことである。ひとつめの土器をやったときに注意されたことをそのまま次の土
器に応用すればまた、別の新たな注意を受けたのである。様々な資料に応じた様々な取扱い、梱
包をするのは、一通り基本を学ぶだけでよいのではなく、それから実際にいくつもの資料を扱っ
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てはじめて習得できるものだということを改めて学んだ。特に、巻き物の資料に関しては、今ま
で自分が書道をやっていて扱っていた資料だけに、自分の今までの取扱い方を思い出して冷や汗
ものであった。それでも、この授業のおかげで少くとも今までのまちがいを正すことができて良
かったと思う。
文書補修・実技指導では、こよりを作るのと和綴の修復、そして裏打ちをこなした。こよりは
とても簡単そうにみえるのだが、そう上手にはいかない。まず先を尖らせるのに苦労し、その後
同じ太さでピンと張って立つく．らいにしなければならないのに、すぐく．にやっと曲ってしまう。
けつこうな数を作ったのに一向に上手くならなかった。次の和綴の修復はなかなかおもしろかっ
た。針はさすがに使いなれているので、大きな針にしっかりとした糸を通して、本の形にうまく
そろえて、昔の書物を修復するのはすごく楽しかった。最後の裏打ちは、一番むずかしかった。
普通の裏打ちの経験なら高校の頃からあったので、紙の大きざも小さいし、なんとかなるだろう
と考えていたのだが、折りじわがついて虫喰いの穴があるので大変神経を使う作業だった。比較
的、やさしそうなものを選んだのに、 しわをつくってしまった。東京実習で、国立公文書館でプ
ロの人の裏打ちを見て本当にすごいと思った。技術というものはそう簡単には習得できないとい
う当り前のことをまたまた思い知らされたのである。
東京実習では、メジャーなところだけでなく、少し変わった博物館や資料館を見学させてもら
えて、貴重な体験をしたと思う。また、個人的に東京へ行くことがあっても、こんなに裏の事情
や施設を具体的に見れることはないだろう。ただ、時間的に非常にきついスケジュールだった。
もっとそれぞれの博物館をゆっくり見てまわりたかった。文書館では、館の学芸員が詳しく説明
してくださっているのに時間的余裕がないため、中途半端に終わってしまったりした。限られた
日程で、できるだけ見学しようというのは理解できるのだが、 もう少し、改善してほしい点であ
ると思った。
広島実習は、東京実習に較べると割にスムーズだったような気がする。少人数で移動しやすい
せいもあるだろうが、広島では文書館を中心にまわり、詳しい説明を聞くことができた。移動の
時間が長くかかり、なんとなくもったいないような気がしたが、体力的には楽だった。東京実習
にしても広島実習にしても、初めは、なぜわざわざ大金を出してそんなところまで……という気
持ちが大きかったが、いざ行ってみると、面白いし、なにより具体的な話も聞けるし、その館そ
の館で地方自治体が異って、それぞれの自治体の制度（学芸員の位置づけ）が比較できて、貴重
な体験ができたと思う。
最後に、実習展示のことが非常に印象に残っている。これはまさに1年間の授業の総決算で、
今まで実習で得た知識をフル活用させて、その上にプラスαの勉強をしなくてはこなせないもの
であった。私は専門外のことだけに周りの方々に迷惑をかけたであろうが、できる範囲のことで
協力はできたと思う。文書班は人数が少ない割に展示スペースは広く、その分図録の編集にも時
間がかかる。本当に一人一人が自らの責任を自覚して一人一人が主役となって動かなかったらい
けないのに、自分は専門外のことでよくわからないからという甘えを抱いていたように思う。注
意してはいたものの、やはりそういう部分は自分にあった。それが実習展において私が最も反省
すべき点である。展示自体に関しては、先生方に注意された点で納得できる指摘もあったが、少
し納得しがたい指摘があったことも事実である。終わった後に、 もっと今までの実習の見学先や
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個人で行った展示をよくみて、展示方法を観察すべきであったなあと思った。この実習展示ほど、
学芸員の世界を体験させてくれるものはなかった。資料の借用までが実に大変だった。企業など
は、意外と非協力的で交渉はむずかしかった。借用害の前に企画書を提出せねばならず、社会で
は紙で残る記録を重視するということがよくわかった。借用史料をいざ運ぶ段取りになったら、
今度は梱包と運搬のルートが問題であった。春に行った梱包の授業を必死に思いだして、負担を
かけないよう、ショックを与えないよう運んだ。
次に展示だが、史料によって光を当てすぎて色あせるものもある。史料が傷まないよう、そし
て見やすい展示をしなくてはならない。展示中も、展示物が異状をきたしてないか気を配ってい
なければならない。展示終了後も、その借用した史料を返却するまでは気を抜けない。万が一、
借りてきた状態から何らかの傷がついていたら信用がなくなってしまう。本当にすごく大変だっ
た。わずかな期間ではあるが、学芸員の世界、その世界における決まりごとを垣間みることがで
きたのは、すごく勉強になった。生半可な気持ちでは学芸員はつとまらない。本当に学芸員にな
りたいのであれば、数年、修業が必要なのではないか。館によっては、県や市の職員が何年かお
きに配属されてきて、館の業務にあたるところもあるが、やはり博物館には、それ相応の専門家、
学芸員という人間が必要であると感じた。
私はこの春から社会人になり、学芸員ではなく司書として働くことになるが、図書館にも文書
というものが保管されている場合があるので、そういった面で、この1年間の授業が生かせたら
と思う。博物館実習は、最初に述べたように、 とても大変で費用のかかる授業であったが、大半
の学生は経験しないであろうこの貴重な1年を幸運にも履修できたことを嬉しく思う。
E~F蔀ﾖｰﾆﾇ~D
2史地92-14村上茂美
この1年間、私にとって大学生活で一番いそがしいものとなった。地震で引越しや、職変えな
どもその原因ではあったが、博物館実習を受講したことも、大きな要因である。
そのような忙しい1年があっという間に過ぎ、今、 1年をふり返って思うことは、やはり “中
身が詰った”充実の年だったということである。一つ一つ授業をふり返ってみても、 日常生活で
は得られない専門的な知識を得ることができた。また、各地の博物館や施設の見学では、 こうい
う機会がないと一生訪れなかった所へ行くチャンスを与えてもらったという感じが、今、私の中
にある。
そして、大学では、なかなか得られないもの、クラスメイトとの絆が、 4年目にして得ること
ができた。数々のものを博物館実習で得ることができた実感がある。それは、実習を受けること
によってなくす余暇やお金よりも貴重なものとなったことは間違いないと確信している。
博物館学芸員という仕事は、研究心や人間との接触を好む心をもつ人にとっては、たまらない
職業だと思う。極端な話、私は博物館とその学芸員とは、小学校や中学校のときにやった、班別
の研究発表会に似ていると思ったことがある。みんなの前に立って、黒板に自分の作った資料や
図設を並べ、説明していく。あるいは、研究したことを展示ケース（廊下の）に展示し、みんな
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に理解してもらうよう努める。題材を何にするか、どうやって展示するか、どうやればみんなの
目をひきつけられるか、苦心して考えたあの頃を、あちこちの博物館の展示をみて、その陰にあ
る学芸員の努力を感じた。このことは、博物館実習を受講しなければ感じることはなかった。な
ぜなら、勉強して学芸員の仕事や博物館の機能を知っただけではなく、学芸員のたまごとしてそ
の苦労する気持ちや楽しむ気持ちを味わったからである。その体験がなければ、私達は、ただた
だ作品にのめり込むだけで博物館を訪れ、去るのみだった。学芸員という職業を一つ体験するこ
とができた。
そして、私にとって、一番学芸員の仕事をしている喜びを感じ、達成感で満たされていたと思
ったのは、東京都江戸東京博物館の学芸員の方だった。彼は、私達に東京都江戸東京博物館の構
想段階からオープンするその日まで、せつせつと話して下きった。その話は、たった2名の学芸
員が12年前から巨大空間をコンセプトに博物館の展示内容を決めていったということ。資料を自
分達の手でゴミの中から拾ったということ。今では、 10万点の資料を所蔵し、特別展示を年4回
開催し、 33名の学芸員が2． 3名のチームを組んで展示活動をして博物館を運営していること、
それゆえに、本来1人の学芸員が1つのものを展示するまで任れなければならない仕事が切断さ
れた形で分担作業になってしまう問題点を指摘しておられた。その苦労話の中には、毎年百数十
万人もの観客を動員させる力があらわれていた。そして、その顔には、満足感が十分に感じられ
た。私は、 1人の人間がやった力の大きさを知るとともに、そのような大事業を成し遂げたチャ
ンスと力をうらやましく思った。
博物館がなす働きも、この博物館実習をとることによって理解することができた。それまでは
(お客さんだった頃は)、観に行くところ、知りに行くところが博物館と考えていた。そして、博
物館に対してとても受身であった。頭が痛いときにわざわざ知識を教えてもらわなくてもいい。
そう思うときは偶然観光地などに博物館があっても入館しなかった。また、新聞などにおもしろ
そうな、みてみたい写真展などがデパートの展示室などに巡回してくると、お金を出して、その
ためにわざわざ見に行く。私は、新幹線に乗って、日本で横浜市立美術館にしかこない写真展（ロ
バート ・フランク）に日帰りで行ったことがある。こちらが望むものだけを与えてもらいに博物
館へいく◎しかし、意外に興味をもたされることがある（実はそう思わさせれば、学芸員側とし
て“してやったり”という気持ちになるのだが)。博物館は様々な機能をもっている。それは、
単に、お客さんに知恵をつけさせたり、感動を与えたりする展示だけでなく、その分野の更なる
事実を発見するための場でもある。その物をもっているだけでなく、物の研究を進め、新しく発
見できれば、それも博物館の役目を果たしたことになるのである。
また、学校以外で教える場を提供しているのも博物館なのである。しかも、現物に近い位置で
様々なものをじっくりと考えられる。私は、博物館が主催するフォーラムに子供のころから出席
する機会はなかったが、その機会は、子供にとって大変興味深いものになるだろうと思う。子供
だけに限らず、どんな年齢層でも、紙面の文章上の言葉よりも、実物や模型・模写で目や手に感
じる方がわかりやすいのは当然である。博物館は、学校教育ではまかないきれないものを人々に
教え、学ばしている。
そういう点からも、博物館をもっと広く利用してもらいたいと思う。しかし、現実は、お客さ
んだったときと博物館実習を受講した体験から、博物館が大繁盛するのは、超人気の画家や作家
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が出品した展覧会や、動物園や水族館においては、外国からのもの珍しい生物がやってきたとき
に限るのである。それ以外の博物館は人がまばらで、 もし営業的にやっているものなら、大赤字
はまちがいなしという感じである。そこが、今、博物館業界で考えなければならない問題点であ
る。いくら良い展示をしても、それを観て吸収してくれる対象がないと、ただの学芸員の自己満
足でおわってしまうのである。そして、博物館が果たす機能やその効果は、役割を果たすことが
できないのである。まさに博物館は空回り状態と言えるのである。
かといって、 とにかく人が入る様に、おもしるおかしくするのでは、博物館の本質的役割を果
たすことはできず、ストレス解消の遊園地と同じである。
人は勉強する気持ち、追究する心を絶えず持ちながら、表立って勉強を受け入れ、それを続け
ようとするのはとても難しい。私もそのうちのひとりである。学習することは、 よりよい生活を
送るための最善の手段であり、学習する権利を失うことは、生存権を奪われることと等しいとユ
ネスコ宣言では述べられている。学校教育を終えて、学習できる場所は（現代は様々なカルチャ
ーセンターがあるけれども）図書館、公民館、そして博物館なのである。そういう意味において、
博物館が社会の中における役割は重要なものである。それゆえに博物館側は、観客に対して中途
半端ではあってはならず、学校では教えてくれなかったものを教えなければならないのである。
学習に目覚めた人々のために。
個人的に私は博物館で色々なことを学習できた。記憶に強く残っているものでは、大阪の国立
民族学博物館での本物のジプシーの馬車。家として使っていた馬車での生活が、今、 目の前でよ
みがえった。それは幼い頃、アニメでみていたものが現実となった気がした。
同じように、時代劇でみていた下町の長屋が、東京都江戸東京博物館で実大の長屋をみたこと
で、あんなにも狭いものだったのかとびっくりしたと同時に、本当に江戸時代の下層の人々は貧
しい生活をしていたのだなあとしみじみと思った。アメリカの科学技術博物館では、人の体を輪
切りにして、ホルマリンでつけていたのがショックだった。まつ毛まできれいに残っていたその
体をまともにはみることはできなかったけれども、アメリカと日本の展示の差を感じた。アメリ
カは、徹底的である。そのために、賛否両論が分かれる場合もあるだろうが、 とてもわかりやす
く、見学者が努力しなくても、ボタンや、質問に答えていけば、答えがわかり、喜びと同時にな
るほどという自然と理解できるしくみになっていた。日本の博物館も、それと似たようなことを
始めてはいるけれども、 まだまだコスト面などの問題からも、パネルでの文字説明などが多い。
そうすると、見学者はがまんして文章を読まなければならなくなる。その結果、いちいち説明を
読むことがめんどうになり、読まなくなったり、博物館そのものがめんどうに感じる。それが何
なのか、何をするものか知ることなく博物館を去るのである。アメリカはチャリティなどの基金
により、 とても手間をかけた展示をする。その展示の規模が大きすぎて、 とても一日で回れない
弱点もあるが、部分部分をみることにより、確実に知識がつく気がする展示内容であった。日本
の博物館は世界にくらべてまだまだ保守的で、その存在を軽視されやすく、そして“えらい人”
に悪用されやすいものだというのが、私の率直な意見である。
なにはともあれ、網干先生をはじめたくさんの先生にお世話になった。角田先生には“生きざ
ま”まで教えて頂いた。この場をおかりしてお礼を申し上げたい。
ありがとうございました。
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そして、楽しかったです。
<~F蔀ﾖ~=X~Z~>
仏91-32田中直紀
反省会の時の網干先生のお話に、 「人の気持ちがわかる事ができなくてはならない」とあった。
それは、つまりは「コミュニケーション」の問題であろう。
それには様々な局面があり、そしてその様々な局面に、自分自身を対時させていくこと、その
中で自分を問い直していくことこそが、この1年間の博物館実習の目的であったと、私なりに理
解しているつもりだ。
実習の過程では、学芸員として不適格であるようなところも多く先生方にお見せしたように思
う。しかし実習の目的を、試行錯誤の中で、自分には何ができて、何ができないのか、何が欠け
ているのか、などと言ったことを把握し、不足なところを如何にして補っていくのか考えること
こそにあるとするならば、その目的は、ある程度達成されたと思っている。
そこで、学芸員を志す場合に、突き当たる諸問題の中から、特に私が意識させられた問題につ
いて、 「物」を扱うときの心掛け、強調性、行動力という3つのポイントから、以下において、
順次考察していくことにしたい。
「物」の扱い方について
「人の気持ちがわかる事｣、それには様々な局面があるわけだが、一つには貴重品をあずける持
ち主の、その物品を「大切に扱ってほしい」という 「気持ち」をわかることと言うことがあろう。
学芸員に求められる資質というものを考えるとき、まず、自分としては自信をもっていたこと
は、 ものを大切に扱おうという気持ちだった。私自身、文学書その他の限定本などの貴重本を蒐
集していたことである。
そういったものについては、表紙などにほんのちいさな傷がつくことも耐えられないものであ
って、自分と同じぐらいに神経質に取り扱ってくれると信頼できる人にしか、手にとらせること
はできなかったものだ。なるだけ手に入れたときの、傷みの少ない状態を維持しようと努めるの
だ。
特別な貴重本でなくとも、大切にしている本は、なかなか人に貸したり出来ない。貸してしま
うと大抵の場合、ほんの細かいところに、相手の人の「痕跡」を見出してしまう。どこまで読ん
で止めたか、 とか、どのページに特に拘ったかさえわかってしまう。この手の神経質さ、拘りを、
自分の事として「知っている」のは、学芸員としては大きな強みであろうと思う。勿論、資料と
して扱う物品は様々であって、扱い方について、実習について幾らかは学んだものの、全てに万
全とはいえない。実際、実習のおりにも、注意を受けなくてはならない事もあった。しかし、 「扱
い方」自体は、経験によって自ずと身につくものであろう。
大切なことは、物に拘りをもつ人の気持ちがわかっていると言うことであって、その点につい
ては自信をもてるのだ。
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協調性を巡って
博物館実習全体をとおして、自分にとって、何より問題を感じたことの一つが「協調性」をめ
ぐる体験であった。
「協調性」と一口にいってしまっても色々あるが、私が特に気を付けなくてはならないと悟っ
たのは、ある場合には妥協も必要だということである。
第2部美術班の一員として、実習展では『ベネトン展』に、パンフレット作成で係わった。企
画自体、私自身が発案したものであって、実のところ、案が採択された時点で、パンフレットの
編集方針について、自分なりにかなり具体的なイメージを持っていた。
扱うテーマの現代性、ファッション性を考えて、それにふさわしいものをと考えていた。展覧
会の付属物として止まらない、独立した冊子としても面白いもの、編集方式としては、オーソド
ックスな図録というよりは、雑誌の特集増刊号のような形式のもの、国公立の美術館の企画では
見られないが、デパートなど独立資本、特に西武系列の企画による展覧会において見られるよう
なものを考えていたのだ。
しかしパンフレットチームで話し合いを進めていく中、全体としての方針はまったく違った色
合いの物を目指す方向へ進んでいき、私の意見は、賛同者をえられないではなかったものの、こ
とごとくそれに対立するものとなってしまい、折り合いが付かなくなってしまった。
チームとして事の進め方に「フォーマルさ」が足りなかったという問題もあったと思う。つま
り、いかにも日本人的な、 「暗黙の了解」に信頼を置き過ぎるやりかたに過ぎたように思う。
どちらにしろ、自分が何らかの意見をもっている場合、いかに解りやすく、かつ、受入れられ
やすく、それも最適なタイミングでプレゼンテーションするか、 ということは大事だが、 しかし
その機会を逸してしまったら、あとは全体の方針を受け入れるしかない。
私個人として、この経験から得られた、それ自体、極めてシンプルな教訓。それは、集団で仕
事をする場合、全体としてある方向に進み始めてしまったら、個人としては、なんとかして妥協
点を見出さなければならない、 と言うことだ。
行動力
定められた時刻に、定められた場所に到着し、仕事を行う、 ということは、 「信用性」という
ことから言えばコミュニケーションの問題であるが、言い換えれば、それは行動力の問題である
といえる。
博物館実習においては、東京都下見学実習に代表きれるように、様々な実習場所の移動があり、
またそれに関連した、様々な変更に対応せねばならないなど、行動力が要求された。そして行動
力もまた、従来から、私が自信の持てなかった事柄であったのだ。
吹田市博物館見学のおりには、体調の悪いことを押して参加したが、結局、別室で休ませてい
ただくことになり、迷惑をお掛けした。体調が整ってなかったのは問題であるが、有意義だった
のは、悪い体調のもとでの、自分の無理の限界を知ることができた事だった。
対称的に、東京都下見学実習では、体力・気力が充実していた。実習自体も忙しい段取りだっ
たうえに、時間外も、私的にかなり用事をいれていたので、睡眠も少なく、相当の強行スケジュ
ールになったが、へたばることはなかった。
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それでも遅刻はあった。寝過ごしてたこと、つまり、体力的限界に触れたことによる遅刻も、
一度はあった。しかしそれ以外は、あまりに早く到着しそうだったので、時間潰しを考えた。だ
がそれが過ぎるなど、つまり時間の見当ちがいで遅れたのだった。
如何なる理由があろうと遅刻は遅刻、 と、結果論で判断されるのが、シビアな現実だ。
一方では、40分も早く実習場所に到着することも何度もあったのだ。しかし朝の遅刻はなんと
も目立つ。
あらゆる事態に対処できる下準備が必要だ。要するに、一つ一つはどうと言うことのない簡単
なプロセスを確実に踏んでいくことだ。見当違いが如何にして起こるのかと言うことは自分とし
て把握できたつもりである。
行動の上で重要なファクターは、気力・体力を整えておくこと、そして、あらゆる不測の事態
も考慮しつつ、予め段取りを頭の中で、できるだけ詳細に作っておくこと、この2点に尽きる。
あまりに当たり前のことといえばそのとおりなのであるが、実習を通じてはっきりと実感させら
れることになった。
最後に
この1年間の博物館実習を振り返って見るに、私が特に問題として感じた事項は、こうして見
るならば、学芸員として、特殊に要求される問題ではなく、広く社会人一般に要求される問題で
あった。
考えるべき課題は考えてきたつもりである。そこで、学芸員資格をいただいたとして、それで、
どうするのかという問題がある。
進路としては既に関西大学あるいは関西学院大学の大学院にフランス文学の専攻で進学するこ
とが決定している。それでもいずれ、資格さえあれば、専攻上の不利も顧みず、学芸員の募集に
応募することがあるかもしれないと思っている。その時点で、私が学芸員としてやっていけるだ
けの資質を身につけているか否かは定かでないが、それこそ、その採用試験における募集者の判
断に、結論を委ねるべき問題であろう。
しかし、どちらにしろ、様々な局面において、一体、自分には何が要求されているのか、それ
に答えるには、何を心掛けなくてはならないのかというような事、言い換えれば、社会の中で、
個人として、如何に振る舞うのかといったことについて、継続的に真剣に考えたのは、私にとっ
ては、大学入試の時いらいであって、そのような機会をえただけでも、この1年間の博物館実習
は充分に意義深い経験であった。
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1年に亘る「博物館実習」の授業は、私にとって、まるで「花嫁修業」のようであった。そこ
には、常識の範囲の様々な礼儀作法が含まれており、単に「学芸員養成」というよりは、広く「常
識的社会人の養成」につながるものであったからである。
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私の特徴は、①時間にルーズである、②危険な行為に寛容、 と、 これ以上ないという程、学芸
員の条件に反している。私の心の中には常に、 「多分大丈夫」という気持ちが存在するのだ。学
芸員ならば、 「何がおこるかわからない。何事もより厳重に、慎重に」という心構えが必要なと
ころである。希望者の多いこの授業を履修するには、不適応な人物であったかも知れない。しか
しそれは、この授業が私にとって、非常に有意義となったことを意味する。
まず、授業のタイトルのうち多くをしめているであろう、博物館での実習、博物館見学につい
ての感想を述べたい。数多くの博物館・美術館を見学し、何よりも勉強になったことは、そこに
勤める学芸員の方々の生の声を聞けたことである。展示物を見せる為のどこに工夫をしているか、
又保存はどのようにしているか、大切なことはどの部分か、等の話を聞くと、次に別の博物館へ
行っても、それらに目を向けることができた。今までは、そこに展示してある物と、あとは建物
の外観<、らいにしか目が行かなかったが、それら以外の、表には出ない様々な重要なポイントの
存在と、その内容について、視野を広げることができた。博物館自体がそうであるように、 「意
味もなくそこにある」ものなど何もなく、館内は計算され尽くしているのである。又、当然それ
以外、つまり博物館の裏側ではなく表側において、美しいもの、価値あるものを数多く見る機会
が持てたこともよかった。館内でアンケートをとる作業をしたこともあったが、学芸員側と来館
者側の間という立場でとても興味深い体験であった。
博物館の見学以外の、いわゆる「授業」は、その内容が、思っていたものより全く多岐にわた
り驚くとともに、 「なんて、お得な授業だろう、こんなことまで教えてもらえるなんて｡」と嬉し
い気持ちがした。これはつまり、学芸員にそれだけの「こなさなければならない作業」と「身に
つけているべき技術」が必要である、 ということである。学芸員とはまさしくマルチな人間でな
ければ務まらないと思った。
具体的には、写真の撮り方や、ポスター・ビラ・パンフレットの作り方、等が、こんなことも
習えるとは、 と思った内容である。ここに挙げたことは、丁度私が、在学中にクラブ活動や趣味
においても取り組んだことであり、嬉しかった。又、梱包の仕方等も含め、学芸員でなくとも実
生活に役立つ内容が満載であったように思う。これは、私が「花嫁修業のようだ」と先に述べた、
具体的な理由でもある。
最後に、実習展について取り組んだ感想を述べたい。この実習展の開催は、まさしく、それま
で半年の間にこの授業で学んだ全てを発揮する場であった。そして、この「疑似体験」を通して、
学芸員が何で一番苦労するか、 という点も理解できたように思う。それは、①テーマ設定、②展
示物の収集、であった。私の所属した美術班は、 「船頭多くして……」の諺どおりでうまく進ま
ないところもあったが、実習展にはなんとか形になり、来館者の評判も良かったというから、 ま
ずは成功といえるのではないだろうか。私はパンフレットの製作を主に担当したが、このとき気
付いたもう一つのことに、 「学芸員の主観はどこまで入れられるべきか。」という問題があった。
殆どの場合、展示物には別の製作者がおり、学芸員はそれを保存したり展示したりする、言わば
それだけである。保存の方はともかくとしても、展示の場合、あまりに学芸員の主観が入っては、
作者の意図にそく、わなくなってしまう。あくまでも「黒子」でありながら、その物をその真実の
部分をこわさない程度によりよく見せることが学芸員の仕事であり、力量となるのだろう。
この授業が履修できる環境にありながら、そうしなかった学生達には、 「勿体ない.ﾉ」と言っ
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本来は大学そのものがそうあるべきである「豊かな知識ある人間の育てあげたい。この授業は、 6
成」に最も近い形の授業であったと思う。
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